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さきに筆者は,ガッテラーの世界史の構想に注

目しながら彼がその生涯において凹種類の世界史

叙述を試みたことを紹介し.そしてそれらの叙述

を全体として中世的 ･キリス ト教的 ｢普遍史｣か

ら近代的 ･科学的 ｢世界史｣への転換点として位

置付けたβ しかしそこではまだ多くの細部にわた

って論すべき問題が残されている｡本稿はそうし

た諸問題のうち,16世紀から18世紀にかけて行わ

れた ｢年代学論争｣の問題と,そこでのガッテラー

の位置を考察することを目的としている｡この問

題については既に前川貞次郎氏の優れた論考があ

り,② 本稿も多くこれによっているが,筆者なりに

新たな資料なども紹介しながら考察を進めたい｡

本題にはいる前にここではその前提として,ま

ず西欧世界における紀年法について簡単にまとめ

ておこう｡③

西ローマが滅んだ後,世俗の文書で使用された

記年法には三種類があった｡一つは ｢インディク

チオン｣による紀年法である｡これはコンスタン

ティメス帝が収税のために定めたもので,313年を

紀元とし,15年の周期を持つ紀年法である｡第二

はローマ時代から使用されていた ｢コンスル紀年

法｣である｡コンスルは4世紀になると選出が不規

則になり始め.そのため ｢コンスル後｣という年

号が発生した｡さらに西ローマでは534年のパウ

リメスを最後に選出されなくなり,同様に東ロー

マでも541年のバシリウスを最後に選出が途絶え

ると.以後は東西でそれぞれ ｢コンスル ･バシリ

ウス後｣,｢コンスル ･パウリメス後｣で年号をし

るしていった｡第三は皇帝在位年による紀年法で,

東ローマではユステイニアヌス帝がこれを始めた｡

帝は,また,上記三種の年号を併記することを開

始した｡この三つの年号を併記する習慣は西欧で

も帝に征IIRされた地域からひろまり,王位在位年

についてのみは独自の年号を使用する形で,ラン

ゴバル ト,メロヴィング朝でも使用されていった｡

一方,キリス ト教会ではローマ滅亡後も284年

を紀元とするディオクレティアヌス紀元が使用さ

れていたが,525年,ディオニシウス･エクシギウ
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スが今日使用されている ｢キリスト紀元｣を創始

したO@ ｢ゎれわれの長い年月を数えるとき,不信心

な迫害者の名前と結びつけることを従来望まなか

ったから,むしろわれわれの主イエス ･クリス ト

の体現から年を数える方法を選んだ｣⑤というのが

その理由であった｡ただし,このディオニシウス

のキリスト紀元はただちには広まらなかった｡こ

れを広めたのはイギリス人の功績に属する9)ィギ

リスでは664年,ホイットピーの宗教会議でディ

オニシウスの復活祭表を用いることに統一された｡

イギリスの先例ととりわけベーダの著作の影響に

より,8世紀にはこれをキリス ト教年代学者,年代

記記者たちが広く使用し始めたo次いでカール大

帝がこれを世俗文書にも取り入れた｡帝がランゴ

バル トに関する勅令で,｢われわれの主イエスの生

誕から801年,インディクテイオン9年,われわれ

のフランクにおける統治から33年.イタリア統治

から18年,しかしてわがコンスル在位第1年｣⑦と

いう年号を使用したからである｡この結果,9世紀

以後,次第にイベリア半島を除く⑧全ヨーロッパで,

世俗,教会文書にキリスト紀元を使用することが

一般的になったのである｡

上述のキリス ト紀元には ｢キリス ト前｣という

発想はなかった｡その理由は,もともと｢紀元｣は

｢始まり｣の意味であるという.言葉の意味そのも

のにも由来する｡しかしまた ｢キリスト前｣とい

う年号そのものが不必要だったということにも由

来している｡それは元来キリス ト紀元自体がより

大規模な杷年法の,即ち,｢創世紀元 (世界年代)｣
と呼ばれ,天地創造から最後の審判までの時間的

枠組を持つ紀年法の一部として出発 したという事

情があるからである｡この創世紀元は旧約 ｢聖書｣,

特に ｢モーセ五苔｣によって年代を算定するもの

であるから,決してキリスト教徒だけのものでは

ない｡むしろ.既にヨセフス,ヨセ ･ベン･ハラ

スタなと,1世紀から2世紀のユダヤ人たちによっ

て開始されていたO@ ことにヨセフスは rユタJi,古

誌｣(93/4)をギリシア語で著し,ユダヤ人の宗

教が最も古く,またその神の摂理がローマ世界を

も貫いていることを示そうとしたO@ そこでは人類
の天地創造以後の歩みが世界年代を用いて叙述さ

れている｡｢キリスト教年代学の父｣ユリウス･ア

フリカヌスが ｢年代誌｣(212-221)を著したの

ち,キリスト教徒の立場から,同様にキTJスト教

徒の神の摂理がローマ世界をも包み込んでいるこ

とを,ローマ世界に対して説明するためであったO

彼はイエス生誕を創世紀元5500年とし,またオリ

ンピアー ド紀元も併用してこれを創世紀元の内に

収めることで,ギリシア人,ローマ人の歴史もキ

リスト教的世界史記述の枠内に組みこんでいる｡ユ

リウス ･アフリカメスによって成立したキリスト

教年代学は,｢教会史の祖｣エウセビオスと,4世
紀末に彼の著書をラテン語訳し,これに ｢年表｣を

追加したヒエロニムスとによって受け継がれた｡彼

らはイエス生誕を5199年と算定したoO さらに各
民族の伝える巨人や大洪水の伝説を ｢聖書｣のネ

ピリム.ノアの洪水に結びつけ,これをノアの家

族8名からの人類の再出発の物語とうまく接合させ

た｡そしてこれを通じr聖書｣に基づきながら,磨

史的世界を越えて伝説の世界すら包摂する一貫し

た世界史の叙述を与えたO@ ハム,セム,ヤペテ以

後の諸民族に関する系諸学も,エウセビオス以後,

ローマ時代に整備されていったOまた,古代には

キリス ト紀元は形成されず,むしろオリンピアー

ド紀元とローマ建国紀元が創世紀元と併用された.

このように古代に発生した創世紀元は,その後

東と西で違った形で受け継がれたO@ まず東では.
5世紀前後に ｢アレクサンドリア創世紀元｣が成立

した｡これはキリスト生誕を5493年とするもので

あった｡このアレクサンドリア創世紀元は次第に

ビザンティン帝国の歴史叙述で多く使用されるよ

うになり,やがてこれを基礎に7世紀末までに,｢ビ

ザンティン創世紀元｣が成立した｡これは創世紀
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元元年をキリスト生誕前5509年の9月1日に置く

もので,以後ビザンティン帝国時代を通じて使用

された｡この間,それほどサンティン帝国のみで

なく南イタリア,シチリア,ロシアにも広まった｡

これらの地域では帝国滅亡後はディオニシウスに

よるキリスト紀元.またはヘジラ紀元が採用され

ていくが,しかしロシアではなお1700年にビョ-

トル大帝がキリス ト寮己元一を採用す,るまで使用され

た｡これらの創世紀元はいずれも七十人訳 ｢聖書｣

とユリウス ･アフリカヌスの年代学をもとに成立

していったものである｡また年代学の発展という

点についていえば,西欧に比べて遥かに活発な論

議が行われていったo@ ビザンティン歴史家たちの
議論は大洪水が全世界をおおったか否か,歴史の

終末はいっか,王権は神聖であるか否かなどの問

題をめぐって行われ,これらの議論は,やがてル

ネッサンス以後,西欧における年代学論争にも影

廿を与えた｡

他方,西ヨーロッパで決定的彫響力を持ったの

はエウセビオス-ヒエロニムスの年代学だった｡｢6
世紀から14世紀までの年代学は,エウセビオスと

ヒエロニムスの諸概念をオウムがえLにするのみ

で新しい考え方などはほとんど発展しなかったβ
とすら言われているDこのように歴史観そのもの

は古代と変わらなかったとしても,しかし,中世

西欧はそれに一つの紀年法をつけ加えた｡それこ

そ上述の ｢キリスト紀元｣に他ならない｡ただし,

創世紀元 (世界年代)は,古代末期以来中世を通

じて使用された紀年法であったという意味でも,さ

らに,天地創造 (アダム)から最後の審判に至る

人規の歩み全体を包摂した,キリスト教の世界観

そのものを表現するものであるという意味でも,最

も根本的な紀年法であった｡キリス ト紀元は,こ

れに対しては,あくまで ｢キリス ト以後｣のみを

対象とする紀年法だったのである｡したがってま

た,このようにキリス ト紀元が創世紀元を背景に

している限り,ことさらに ｢キリス ト前｣に逆上

る必要もなかったのである｡

さて,創世紀元 (世界年代)は上述のように古

代に生れ,中世を通じて最も根本的紀年法として

使用され続けたが,しかし,16世紀を過ぎるとい

わゆる ｢年代学論争｣により,その地位が揺らぎ

始める｡論争は18世紀まで続き,従って創世紀元

も18世紀までは各国で命脈を保ち続けるが,この

間,次第に創世紀元にかわってキリス ト紀元が優

勢となっていく｡そして19世紀にはいると,われ

われは,｢キリスト前｣を含んだキリスト紀元以外
の紀年法には,もはやほとんど出合わなくなるの

である｡この変化をもたらした ｢年代学論争｣に

ついて次節で考察 してみたい｡

二,｢普遍史｣と ｢年代学論争｣
1.｢普遍史｣の構造
｢年代学論争｣に入る前に,まず16世紀以後にド

イツ人によって叙述された二編の ｢普遍史｣を紹

介し,その基本構造を明らかにしておきたい｡そ

れによって論争が行われた時代の世界史叙述の問

題性がより鮮明になると考えるからである｡

最初に取り上げるのはスレイダメスの r四世界

帝国削 (1556)である.@ 彼は著名な rカールV
世時代の宗教と国家｣(1555)によって宗教改革時

代のドイツに関する不朽の歴史叙述を残し,｢ドイ
ッ近代歴史学の創造者β とされる歴史家である｡

そして彼の第2の主著である本書も｢幾重にもプロ

テスタント歴史教育の基礎となっていったβ と評

価されている｡本書の構造は,四つの世界帝国の

出現以後に関する部分と,出現以前の時代につい

て述べる部分からなっている｡もちろん,表題か

らも明らかなように四世界帝国,特にローマ帝国

についての叙述が本書の主要なテーマであるO

まず ｢前史｣の部分では,彼は創世紀元1656年

に起こったノアの洪水から説き始め,バベルの塔

(1787年)や ｢世の権力者となった最初の人｣ニム
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ロデの出現など,｢創世記｣に依りながら記述して

いく｡続く時代で彼が重視するのはヘブライ人と

アッシリアである｡ヘブライ人についてはアプラ

ハムのハラン出発 く2024年),を経てダビデ,ソロ

モンから王国分裂後までの歴史をたどる｡アッシ

リアについては旧アッシリアと新アッシリアに時

代区分して叙述する｡前者はニムロデから3代目の

ニヌスを始祖とし,サルタサ パルスで終わる｡後

者はベロクス,その子供プルから始まり,イスラ

エル王国を滅ぼしたシャルマナサルなどについて

叙述される｡

次いで四世界帝国の継起する時代となる.最初

の世界帝国はバビロニア人で,第2代のネプカドネ

ザルにより,ユダ王国が滅ぼされる｡また王の夢

を解いたダニエルを通じて四世界帝国についての

神の予言が示された｡第2の世界帝国はベルシ7,

第3はアレクサンドロスの築いたギリシア人の帝国

である｡帝の死の年号については ｢第114回オ リ

ンピアード,ローマ建国後429年,キリスト生誕

前323年β と記している｡第4はもちろんローマ

帝国である｡ローマの歴史についてはアウグスト

ゥス以前と以後とに大きく分けて記述する｡まず

前者では,｢繁くべき巨大さに達するよう,神の定

め給うたβ ローマの3212年の建国から始め.王

政時代,二人のコンスル時代,ポエニ戦争やカエ

サルの征服事業を記述する｡｢第4のかつ最後の帝

国β を建設したのはアウグストゥスであった｡こ
の初代皇帝の治世中の3954年.イエスが誕生した

ことは偶然ではない｡アウダストゥス以後は名皇

帝毎に皇帝自身とその治世中の出来事を述べてい

くが.ここでは省略し,二点だけ紹介したい｡第

1点はローマ帝国をあくまで ｢最後の帝Eg｣とする

彼の議論である｡その立場から彼は ｢ローマ帝国

がシャルルマ一二ュ皇帝によって復興され.また

ローマ帝国が新たな国家として再び自己の色彩と

美とを帯びるに至ったβ ことを高く評価する｡即

ち.第4の帝国としてのローマ帝国は,古代のロー

マ帝国だけでなく,シャルルマ一二ュを媒介とし

て神聖ローマ帝国まで含むものなのである｡第2点

は,かかる意味での ｢ローマ帝国｣の未来に関す

る彼の叙述である｡彼は当時帝Egは ドイツのみに

縮小し,しかもその帝国が トルコ人とローマ教皇

により大きな危機に直面させられていると述べる｡

しかし他方,｢彼らはローマ人の偉大さと比較でき
るような地位には決して自己を押し上げることは

できなかったし.また縮小してしまった帝国の残

骸を征服することもできないであろう｡なぜなら.

第5の帝国を建設することは不可能なのであるから｡

兵実は ドイツのみが帝国の名称と地位とを所有し

ているということに存するβ｣こうした事態は既

にダニエルによって予言されていたのであり,ま

たその予言によれば トルコの脅威はこの世の終り

まで続くと定められてはいるが,しかしトルコの

拡大はこれ以上はありえないβ ｢我々はくじけて

はならない｡むしろダニエルの言うように.この

苦悩のすぐ後にやってくる,キリストの来臨によ

る開放を待っべきなのである｡㊨｣こう読者に呼び

かけながら.スレイダヌスは本書を閉じている｡

次に紹介するのはヨハン･ヒュ-ブナ-の ｢政

治史間割 (1702)であるβ 本書は先のスレイダ

ヌスのような高名な歴史家の手による研究書では

なく,ギムナジウムの教科書である｡本書が出版

された18世紀初頭は, ドイツの大学でもドイツ語

で歴史講義が行われはじめ,また ドイツ語で歴史

教科番が智かれ始めた時代であった｡ヒュ-ブナ-

はそうした時代のなかで,宗教教育で使用されて

きた r教義問答書｣の形式を借りてこの教科書を

書いたのである｡本書はこうした問答形式の教科

書としては最初のものであるだけでなく,そのモ

デルにもなり,以後多くの問答形式の教科書や一

般向けの歴史書が現われた.ヒ11-ブナ-の書自

身も1722年には10巻本にまで成長し.子供だけ

でなく.大人をも対象とする書物となった｡さら

に彼の死後は息子が1743年から58年にかけて22
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巻にまで拡大した｡小型本ながら全巻が千頁をこ

える大著となったが,こうして彼の教科書は18世

紀における最も人気ある′ものの一つとなり,また

多くの大人の読者も持ち続けた｡今日では当時の

教科書や様々な一般向けの ｢普遍史｣は, ドイツ

ではほとんど顧みられることはないo@ しかし上の
ような事情から.当時 ドイツにおいて一般に流布

していた世界史叙述がどのような構造を持ってい

るかを知るためには,本書は格好の素材となるも

のなのである (資料1参照)｡

本書の構造自体については,実はあまり新たに

紹介すべきことはない｡先に紹介したスレイダメ

スの ｢普遍史｣とは,最初の世界帝国をアッシリ

アとしバビロニアを後期アッシリア時代の王国と

して扱う点以外は,構造がほとんど遭わないから

である｡しかし筆者は,150年を隔てて書かれた二

編の普遍史叙述がその構造を同じくしていること

自体に大きな意味があると考えるのである｡そこ

でここではその意味について.2点を押えておきた

い｡まず第1点は,プロテスタントは,その世界史

叙述に当ってはカ トリック的 ｢普遍史｣の構造を

受け継いだということである｡もちろん,例えば

ローマ教皇に対する否定的評価など,細部での相

連はあるoしかし.それ阜まやはり天地 (アダム)の

創造から最後の審判までの時間的枠組を持ち,そ

の時間的推移を創世紀元 (世界年代)を用いて記

述するOさらに,アダムからノアの洪水まで,ノ

アの洪水による人類史再出発から第1の世界帝国成

立の時代まで (この段階ではヘブライ人の歴史が

柱となる),次いでアッシリア (バビロニア),ベ

ルンア,ギリシア,ローマの四世界帝国の継起す

る時代へと叙述をすすめ,そして第4の ｢ローマ帝

国｣の時代は古代ロ-マだけでなく神聖ローマ帝

国をも包摂し,かかる意味での ｢ローマ帝国｣は

最後の帝国であり.これが滅びる時は人類史も終

末を迎えるとする｡この基本柄道もカ トリックの

それと同一である.そしてスレイダメスからヒュー

ブナーまで,プロテスタントもカ トリック同様こ

の基本構造を18世紀まで継承しているのであるo@
第2点は,｢普遍史｣の対象とする ｢世界｣は,プ
ロテスタント カ トリックのいずれも,極めて狭

小なものだったということである｡それは ｢普遍

史｣を自称しているにもかかわらず,実際には今

日われわれのいうバイブル･ランド,｢地中海世界｣,
及び ｢ヨーロッパ世界｣のみを含む ｢世界｣しか

対象としていなかったのである｡イスラム教徒,ト

ルコ帝国などが叙述の対象となる場合も,上の意

味での彼らの ｢世界｣と関係する場所のみでしか

扱われず,インド,中国といったそのさらに東の

アジア世界などは視野に入っていないのである｡そ

してこうした ｢普遍史｣の ｢世界｣の狭小性は,中

世以後,少なくともドイツの教科書のレベルでは,

なお18世紀まで引き継がれていたのである｡

以上のような ｢普遍史｣は.16世紀以後,二つ

の側面から問い直され始める｡即ち,一つはその

歴史観の根本となっている r聖書｣の批判的研究

が進展 したこと,他は伝統的 ｢世界｣の狭小性の

問題が前面に出てきたこと,これら両面から旧来

の年代学が示す歴史の枠組そのものが問い直され

始めるのである｡いわゆる ｢年代学論争｣の時代

の開始である｡

2.『聖書』批判の展開と年代学論争

まず ｢聖書Jの批判的研究の進展の側面から見

てみよう｡ここでは根本となる ｢聖書J自体の問

題と,｢聖書｣の批判的研究との二点に分けて見る

ことができる｡第1の点については,｢聖書｣自体

何種類かのものがあり,しかもそれぞれの示す年

代も相違していることが.ルネッサンス,とりわ

け宗教改革以後の ｢聖書Jの研究の盛行のなかで

広く人々の間に明らかになってきた｡古代の年代

学者やそれを受け継いだ伝統的年代学者たちが依

拠してきたのは,前3世紀にヘブライ語からギリシ

ア語に翻訳された七十人訳 ｢聖書｣であった｡そ
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れに対 し,改革教会は旧約に関してはユダヤ正典

に従った｡さらに,これ以外にもサマリヤ人の伝

えた rサマリヤ五書｣が存在する｡それだけでな

くそれぞれにまた伝承の過程で生 じた異本が存在

した｡そして例えばノアの大洪水の年代は七十人

訳では2242年,ヘブライ語版では1656年,サマ

リタン版では1307年となり,また,大洪水からイ

エスまでは,それぞれおよそ3000年間,230■0年

間,3000年間となる｡アダムからイエスまでの合

計年数では七十人訳とヘブライ語版では1500年近

くも相達し,サマリタン版はその中間の数値を示

すことになる(詳しくは｢表1｣を参照されたい)｡⑳

このように,これら各種の r聖書Jは歴史的に最

も重要な事件に関 してすら様々に異なった年号を

与えていたのである｡キリス ト教年代学の根本た

るべき r聖書｣自体がこのような状況だと広く明

らかにされたことは,それ自体 ｢年代学論争｣の

-_結果でもあるが,同時にまた論争を激 しくさせ

る原因ともなった｡

r聖書｣の示す年代が多様なものであることが広

く知られたことは,それだけで既に伝統的な年代

学を大きく動揺させるに十分であったろう｡しか

しさらに第2点として,この間 r聖書｣に対する批

判的研究も推進された｡長らくモーセ自身が記述

したと信 じられてきた ｢モーセ五書｣については,

ホップズが ｢｢モーセ五番｣は,どれくらいあとか

ははっきりしないまでも,モーセの時代以後に書

かれたことは十分に明らかである⑳｣と主張し,ま

た ｢聖書｣の言語学的 ･文献学的研究を主張 した

スピノザは｢五書｣の著者はエズラだと推定した｡⑳

さらに ｢リシヤール ･シモンとその著 r旧約聖雪

の批判的歴史｣(1678年)によって批評学はその力

を自覚したβ｣即ちポール ･アザールの紹介によ

れば,r聖書｣は全ての神の預言からなっているの

ではなく,特に歴史的記述の部分はユダヤの記録

係が書き,編集 したとする自己の主張を,シモン

は ｢批評 (批判)｣を通じて徹底的に論証していっ

たのである｡しかも彼によればユダヤの記録係は,

その歴史的記述を残す際,ユダヤ人に関係するこ

としか記録 しなかったのであるから,彼らの記録

だけを根拠に現実の歴史を構想することは,むし

ろ滑稽なことになる｡次いで18世紀半ば,ルイ14

世の侍医であったジャン･アストリュクの画期的

発見が行われた｡即ちアストリュクは創世記にヤ

ハ-ウェとエローヒームの二つの神名が使用され

ていることから,モーセ五書は数代にわたって数

人の人々によって書かれた資料を統合したものと

考えたのであるo@ この発見は19世掛 こおける r聖
書｣の歴史的 ･批判的研究へと直接つながってい

く｡このようにしてキリスト教年代学は ｢聖書Jの

批判的研究の面からも大きく動揺せざるを得ない

状態に陥っていった｡ただしその ｢動揺｣は直ち

に創世紀元 (世界年代)の放棄につながらなかっ

た｡むしろ,基礎の動揺こそがかえって ｢年代学

論争｣を激 しくしたとすら言えるであろう｡それ

は,年代学がキリスト教の世界観と分かちがたく

結びついていたからであり,また年代学を論ずる

背後には,キリス ト教的世界観擁護への激 しい情

熱が渦巻いていたからである｡こうした事情は,紘

果として聖書年代学自体の基礎を掘り崩すことに

手を貸 したリシヤール ･シモンについてすらあて

はまる｡即ち,彼が r聖書｣の批判的研究を推進

した時,その根底にあった主観的意図は,聖書に

は人間の手になる部分もあることを示すことで聖

書絶対主義の立場をとるプロテスタントを批判 し,

カ トリックを擁護 しようということだったのであ

る.@
なお一点ここでみておきたいことがある.それ

紘,キリス ト教年代学は天地 (アダム)の創造か

ら始まるだけでなく,最後の審判をもって人類史

が終末を迎えるとする時間的枠組を持っているこ

とである｡そしてこのこともまた,年代学論争の

心理的原因となったと筆者は考えている｡という

のは,神が六日間で世界を完成させたという ｢創
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世記｣の記述を根拠として,人頬史の期間を6000

年間とする固定観念が古くからあり,⑳ この固定観

念も年代学論争に微妙な影を落とすことになるか

らである｡上にのべたように,アフリカメスはイ

エス生誕を創世紀元5500年と考え,エウセビオス

-ヒエロニムスの年代学ではイエス生誕は5199年

とされている｡これは古代のキリス ト教年代学者

たちが ｢終末上をかなり身近に鹿じていたことを

示すが,しかし,この年代学をそのまま受け入れ

ると,9世紀までに終末が訪れなかったことはおか

しなことになる｡こうした事態のなかで10世紀始

めのビザンティン年代学者ケドレメスは,｢創世記｣

に神が ｢第7日目に休まれた｣とあるとことから終

末を｢7000年後｣と考えたo@ これは,七十人訳 r聖
書Jに基づき,天地創造を前5509年に置くビザン

ティン創世紀元の世界における一種の ｢合理化｣で

あると思われる｡他方,6000年間という概念とエ

ウセビオス-ヒエロニムスの年代学が保持された

中世西ヨーロッパでは,9世紀以後の時代は,両者

をともに信ずるものにとってはいっ終末となって

もおかしくない,極めて不安定な時代とならざる

を得ない｡しかしこうした不安定さは,イエス生

誕が創世紀元4000年前後となるヘブライ語版 r聖

曹Jを採用すれば解消するのである｡もちろんヘ

ブライ語版 ｢聖書｣が年代学論争で大きな役割を

占めたのは,それが ｢原典｣であるという理由に

よっている｡また,筆者も年代学論争に上の ｢不

安定さ｣が直接影世を与えたという証拠を持って

いるわけではない｡しかし.スレイダメスの例で

見たように ｢普遍史｣はその性格から必然的に終

末論を内包しており,また年代学論争が行われた

時代は様々な ｢千年王国論｣や終末についての ｢預

言｣が行われた時代でもある｡｢科学革命の世紀｣

を代表するニュ-トンですら,終末の年号の算定

に取り組んでいた時代であるβ こうしたことを考

えると,上にあげた ｢不安定さ｣もまた ｢聖書｣そ

のものの研究の盛行や年代学論争の一つの心理的

原因としてあげることができるように思われるの

である｡

3.｢普遍史｣の構造と年代学論争

さて,伝統的 ｢普遍史｣の改変をせまることに

なった第二の契機に移ろう｡それは年代学との関

係でいえば異教徒の世界の古さの問題と言えるが,

同時にまた,上で述べた ｢普遍史｣を構成してい

た ｢世界｣の狭小性の問題でもあった｡ここでも

また,問題を2点に分けて見ることができよう｡ま

ず第1点は,アッシリア,エジプトという,既に知

られていた古代世界の異教徒の古さの問題である｡

このうちアッシリアについては,クテシアス,ベ

ロツススらにより,ベルスを始祖とし,ニメス (ニ

ノス),セミラミスらを経てサルダナパルスに至る

1360年間にわたるアッシリア史が伝えられていた｡

他方,r聖書Jではハムの子孫でニネヴェ建設者で

あるニムロデ.セムの子孫アシュルの名があるが,

次に登場するプル,シャルマナサル,センナへリ

ブらの時代までは大きなブランクがある｡ただ幸

いにも上の伝承と ｢聖書｣の記述とは,スレイダ

メス,ヒュ-ブナ-の例のようにアッシリア史を

釈.旧,または分裂前,分裂後と二段階に時代区

分することで,つなぎ合せることが可能だった｡今

日からみても.その結果はアッシリアの第1興隆期

(前10世紀初～8世紀初)と,前8世紀半ば,ディ

グラト･ピルセル (ニプル)即位以後の第2興隆期

(古代世界帝国段階のアッシリア)に対応している

とも言えるかもしれない｡しかもこのアッシリア

史俊はノアの洪水以後の年代的枠組にもうまくお

さまり,この間題は辛うじてしのぐことができた

とはいえよう｡

しかしエジプト史については問題は簡単には片

づかなかったOエジプト史については.周知のよ

うに,前3世紀にヘリオポリスの神官マネ トーがギ

リシア語で著した ｢エジプト誌｣があり,これに

ついては既にアフリカメスやエウセビオスも研究
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していた｡しかし二人は,ガッテラーの計算によ

れば古王国.中王国,新王国の合計年数をそれぞ

れ5000年弱,5500年弱と算定せざるを得なかっ

た.@ 一方,r聖割 の立場から言えばエジプト人

はあくまでハムの子 ミツライムの子孫でなければ

ならない｡従って,｢聖書｣の枠に当てはめるため

には3000年近くもエジプト史を切り詰めねばなら

ないことになる｡この問題に両人がどのように折

り合いをつけたかについては,残念ながら現在の

筆者にはつまびらかにすることはできない｡ただ.

｢もし年数がまだ過剰だとすれば,多分いくつかの

エジプトの王国が同時に統治したということが推

測されねばならない⑳｣というエウセビオスの言葉

からは,｢解決｣のひとつの方向は示されたとは言

えよう｡しかし,この問題は大きな宿題として残

されたと考えざる̀を得ない｡さらにルネッサンス

後の年代学論争の行われた時代にはいると問題は

一層深刻となったO｢この論争 (年代学論争,筆者)

を通じて十六世紀から十八世紀の間に,最も重視

された古代の歴史家はヘロドトスであった｣が.㊨

彼はエジプト人神官の主張を詳細に紹介し,結論

としてエジプトには神々の時代は別として ｢一万

-千三百四十年｣⑳ もの人間の歴史が続いてきたと

述べていたのである｡この年代は余りにも聖書の

示す年代とは隔たりがあった｡この問題について

はスレイダメスは沈黙している｡ヒューブナーも

｢エジプト人は既に久しい以前からファラオと呼ば

れる国王によって統治されていたが,これについ

ては疑問な点が多い｣と述べ,古さについて論ず

ることをやはり避けている｡逆にこの問題を正面

から取り上げて ｢年代学論争｣に一石を投じたの

かニュートンだったO彼は自らの手で確立された

天文学によってアルゴナウテース遠征を前939年

の事件と算定し.ここで得た絶対的年号を基礎に

エジプトにおける人間の歴史の開始点となるメネ

ス王を前946年に置いた.ニュー トンはこのよう

にエジプト史を大幅に切り詰めることにより,エ

ジブト史を旧来の ｢普遍史｣の枠組の中に組みこ

み,またそのことによって伝統的な ｢普遍史｣(辛

リスト教的世界史像)の構造を守り得たと信じた

のであるo@ しかし,エジプトの ｢古さ｣の問題が
このニュートンの断定によってい解決されたとは

到底言い得ないことは,火をみるより明らかなこ

とである｡このエジプト史の問題は,場合によっ

ては伝統的 ｢普遍史｣の構造をそれだけで破壊し

尽くしかねない破壊力を持った問題として,今後

も ｢普遍史｣を脅かし続けることになる｡

上のエジプ トの問題が ｢普遍史｣の枠を内側か

ら突き破る力として働いたとすれば,これを外側

から突き崩す力として働いたのが新大陸や,東洋

世界,とりわけ中国の問題であった｡上述したよ

うに,もともと ｢普遍史｣が叙述の対象としてい

た世界は今日から見ればとても ｢世界史｣とはい

えぬ程に狭小なものであった｡しかしそれはそれ

で,少なくとも中世においては,まさに彼等の ｢世

界史｣でもあったという点には注意しておかなけ

ればならないだろう｡なぜなら,中世における世

界観を図示した世界図である ｢TO図｣や,またへ

レフォー ドの r世界図｣が詳細に措いているよう

に,中世の人々にとって ｢人間｣の住む場所の広

がりはヨーロッパ以外では精々アフリカ地中海沿

岸と,いわゆるバイブル ･ランドまででしかなか

ったからである｡勿論,この ｢人間｣の住む世界

の外の世界も彼らにとっては未知の世界というわ

けではなかった｡但しその世界は,セビリヤのイ

シドールスが ｢起源論｣~(622-623)でプリニウ

スやソリヌスによりながら描いて以来.恐るべき

妖怪変化に満ち満ちた世界だったのである.@ こう
したヨーロッパ人のアジア像が最もグロテスクな

形で現われた行動として,十字軍のマアッラなど

で行った残虐行為をあげることができようo@ ァジ
アを化物の住む地域とする閉鎖的な世界観に対し

ては,13世紀に入ると,モンゴル人の活動,彼ら

の地を実際に訪れたマルコ･ポーロを始めとする
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ヨーロッパ人の報告などによって風穴が開けられ

た｡しかしこの風穴はオスマン･トルコの拾頭に

よってヨーロッパ人が再度アジア世界から遮断さ

れたことで,閉じられてしまった｡中世的世界観

を典型的な形で今日まで残しているへレフォード

の r世界図｣(ca.1300)は ｢東方見聞録｣(1298)

と同時代に製作されたものである｡そしてマンデ

ヴィんの ｢東方旅行記｣(1362)では.エジプトの

サルタンや中国 (カタイ)の皇帝などの叙述と,｢素

晴らしい妖怪変化のコレクションβ とが織り合わ

されたアジア ･アフリカ像が示されている｡本書

は15世紀に入ると仏語か引取 伊,独,顔,英語

に訳されて広く読まれ,コロンブスも本書を読ん

でいたろうといわれる｡こうして ｢十五世紀ヨー

ロッパ人の東洋像は.責と偽,新旧の知識が入り

乱れた状態や となっていた｡しかも,この後もヨ

ハン･ベムスの r世界風俗集｣(1520),セバステ

ィアン･ミュンスターの ｢世界誌｣(1544)はじめ.

大航海時代のまっただなかの16世紀の人文主義者

たちによって,なお ｢空想的化物世界誌｣が叙述

され続け,しかもいずれも各国語に翻訳され,印

刷術によって広く流布していくのであるo@
このような ｢空想的化物世界誌｣と表裏の関係

にあったのが,｢普遍史｣の世界の ｢狭さ｣だった

と筆者･は考えるOすなわちヨーロッパ人にとって

は,中世以来,｢キ リス ト教徒共同体 (corpus

christlanum)｣に属する者のみが真正な ｢人間｣

なのであって,｢普遍史｣とは.まさにそうした意

味での ｢人間｣の ｢世界｣を普遍的に叙述するも

のに他ならなかったのである｡そして.かかる意

味で,｢普遍史｣は同時に ｢世界史｣でも有り得た

のであるO即ち,彼らがアダムとエヴァから始ま

り,四世界帝国で終る人類史の叙述をオリエント

と地中海世界,ヨーロッパ世界のみで展開しなが

ら.なお自己の叙述を ｢普遍史｣と心安んじて呼

ぶことができた背後には,この ｢空想的化物世界

誌｣という支えがあったのである｡しかしそうだ

とすれば,ヨーロッパ人が自らの手で行った ｢新

世界｣の発見は,当然旧来の ｢普遍史｣が依って

立っていた ｢世界｣｣そのものの構造に大きな改変

を迫ることになるはずである｡それは,コロンブ

ス自身が焚きをもって報告しているように.かの

地にはまさに ｢人間｣が住んでいたからである.@
もっともこの場合容易に想像できるように,全て

のヨーロッパ人がインディアンを直ちに ｢人間｣と

認めたわけではなかった｡インディアンを ｢人間｣

としてみとめるか否かに関しヨーロッパでは論争

が起こり.これに決着をつけると同時に ｢当時の

ヨーロッパ人に対して,大きなショックを与えた｣㊨

のは,1537年のローマ教皇パウロ3世の宣言.｢ア

メリカ･インディアンも私達と同様,人類である｡

アダムとエヴァの子孫なのであります｣という宣

言であったと言われるβ しかしなお1550年には

バリャドリにおいて有名な論争が行われている｡そ

こでインディアンは ｢人間｣だと主張するバル ト

ロメ･デ ･ラス･カサルに対 し,アリス トテレス

の ｢先天的奴隷論｣に依りつつ,インディアンは

人間としても,なお ｢劣った人間｣だと主張した

セプルペグは.スペイン人が新大陸で推進したエ

ンコミエンダ制の擁=&という政治的意院】を背景に

持っていたとはいえ,同時にまた,伝統的世界観

を固執する当時のヨーロッパ人の心理をも背景に

していたとも考えられよう.@ この問題は,この後
少したってようやくモンテーニュにより,一つの

解決を見ることになる,即ち.モンテーニュは r随

想録J(1580)で,｢新大陸の国民について私が聞

いたところによると,そこには野蛮なものは何も

ないように思う｡もっとも,誰でも自分の習慣に

ないものを野蛮と呼ぶなら,話は別である｡ -

-だがあの新大陸にもやはり完全な宗教と完全な

政治があるし.あらゆるものについての十全な習

慣があるβ と述べるに至るのである｡こうして

ヨーロッパ人は,モンテーニュを通じて,｢新大陸｣

をようやくそれ白身 ｢完全な宗教と完全な政治｣を
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もつ ｢世界｣として認知するに至ったのである｡と

同時に,また,中世的な世界観を自ら破垂して｢ヨー

ロッパ世界｣を地球規模の ｢世界｣のなかの一つ

の世界として意識するようになるのである｡そし

て,さらに,ヨーロッパ世界をこのように相対化

してとらえるにいたったことは,従来の ｢普遍史｣

の世界がその根本を掘り崩されたことをも意味す

る｡もっとも,さしあたり.は ｢普遍史｣はこの新

世界の登場という事態に対しては,アッシリアの

場合と同じように,持ちこたえることはできた｡と

いうのはモンテーニュ自身が,｢われわれの世界は
最近,別の世界を発見した｡ -･この世界はわ

れわれの世界に劣らず大きくがっちりして,手足

も遥しいが,あまりにも新しく,あまりにも子供

で,いまだにABCを教わっている｣⑳ としている

からである｡すなわち,｢世界｣そのものは旧来の

構造を変えたが,新大陸を ｢子供｣の世界としヨー

ロッパを大人の世界とすることで,その新たな ｢世

界｣において辛うじてヨーロッパが中心的位置を

維持することができたからである｡新世界は今後

もなお ｢幸福な自然人｣,｢善良なる未開人｣とい

うイメージの根源となり,さらには様々なユー ト

ピア思想のイメージの提供者となってヨーロッパ

世界に対する批判の素材を提供し続けてはいくが,

しかし ｢普遍史｣の構造を根本的に変化させるだ

けの破壊力を発揮することはなかった｡

しかし中国の問題は,エジプ トの場合同様,簡

単にはいかなかった｡ヨーロッパ人と中国との接

触は,1601年,明朝の神宗万暦帝時代にイタリア

人イエズス会士マテオ ･リッチが北京に入場して

以降のことである｡以後アダム ･シャール,フェ

ルビーストらのイエズス会士遠が申国入りし,彼

らの手で中国文化がヨーロッパに紹介されていくo

そして,17世紀未,ルイ14世がフェルビーストの

呼びかけに応じ,フォンクーネを団長とするフラ

ンス ･イエズス会士布教団を晴朝中国に派過した

ことが,ヨーロッパと中国との関係における一大

画期をもたらした｡フェルビーストはフランス･ア

カデミー会員であり同時に宮中御用係という官職

を帯びたまま中国布教団団長となったのであり,中

国における見聞や学術研究を本国に報告すべき義

務も負っていたのである｡17世紀中にもたらされ

た情報とともに.これらフランス ･イエズス会士

たちの系統的な中国紹介は,ヨーロッパ人に対し

西欧以外の地に高い文化を持っ巨大な帝国が存在

する事実を認めざるを得なくさせていった｡こう

して18世紀に入るとヨーロッパ人は中国文化と何

らかの意味で対決さざるを得なくなっていく｡そ

れは,中国文化は新大陸のそれとは違って ｢大人

の文化｣であり,その点でヨーロッパの文化とは

同格のものであったし,また中国文化がロココ文

化成立に深い影響を与えたように,ヨーロッパに

大きなインパクトを与える力を持つ文化だったか

らである｡そしてこうした事情がモンテスキュー,

ボルテールなどの啓蒙主義者の中国論をはじめ.18

世紀ヨーロッパにおける中国研究の興隆をもたら

し,またフランスの東洋学を成立させていくので

ある｡そしてヨーロッパ人の中国文化への関心の

高まりに応じ,フランス東洋学がその ｢三大名著｣,

｢イエズス会士書簡集｣(1703-1776),デュ･ア

ルド｢シナ帝国全誌｣(1735),r北京･イエズス会
士紀要J(1776-1814)などを産み出していくこ

とになるのであるO@
中国をめぐる問題は多岐にわたっているが,こ

こでは ｢年代学論争｣にかかわる,古代中国史の

問題のみに限定してみていこうo@ 中国史の古さに
ついては16世紀末以来断片的に情報がもたらされ

ていた｡他方現実問題として,中国で布教活動を

行っていたイエズス会士達は,中国の歴史の古さ

に対応することに苦慮 していたようである｡イエ

ズス会士たちは.多分1637年.中国では布教活動

のために七十人訳 ｢聖書Jに基づく年代学を使用

してもよいとする許可を受けたといわれる｡それ

は.七十人訳 r聖書｣ではノアの洪水からイエス
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までは約3000年間となるのに対し,ヘブライ語版

r聖書｣に基づく年代学では約2300年となり,こ

れでは中国最初の皇帝の年代と調和 しなくなるか

らであった｡そして,自らも中国で布教活動を経

験したイエズス会士マルティ二によって,中国の

古きの問題が ｢年代学論争｣の新たな問題とし提

出されることになった｡マルティ二は ｢古代中国

史｣(1658)で,中国最古の皇帝を伏蟻としてその

統治をキリスト紀元で言えば前2952年に置き,以

後イエス (漢)の時代までを叙述した｡伏蟻の年

代はヘブライ語版 ｢聖書Jから言えばノアの大洪

水の前ということになり,実際マルイティ二は伏

蟻から勇までの7代を ｢大洪水｣の前に置いたので

ある｡この場合轟の時代に起こったとされる大洪

水がノアの大洪水に比定されるわけである｡しか

し,これでは大洪水後ノアの家族8名から人類史が

再出発するという r聖書Jの記述に反することに

なる｡彼はそこで前3000年頃と推定される時代の

洪水についても中国人が伝えていると紹介する｡こ

ちらがノアの大洪水と一致するとすれば伏犠以後

に歴史はノア以後の時代に納まることになる｡但

しその場合はヘブライ語版 ｢聖書｣ではなく.七

十人訳 r聖等｣の年代学を採用しなければならな

いことになる｡しかも,これでも問題は片付かな

かった｡なぜならマルティ二は ｢大洪水以前,最

古のアジアには人々が居住していたと私は確信し

ている｣と述べるからである｡すなわち,王朝は

伏蟻から始まるにしても,しかしそのためには王

朝が成立するに先だって既に中国には人が住んで

いなければならないことになるからである｡しか

し.そうだとすれば,中国人はノアの子孫とは言

えなくなるのではないかという問題が出てくる｡ま

たノアの大洪水が中国に及んだのかどうかも問題

にしなければならなくなる｡ノアの大洪水が全世

界に及んだかどうかという問題が既にビザンティ

ン年代学で問題になっていたことは先に述べてお

いた｡ビザンティン時代にこの問題が議論された

契機となったのは,ダビデと戦ったゴリアテが巨

人であったように,洪水後に巨人が残っていたと

いう問題であった｡今【軌 同じ問題が巨人ならぬ.

東洋に存在してきた巨大な帝国によって突きつけ

られることになったのである｡

マルイティが伝えた中国の記録は17世紀のヨー

ロッパ人に強い衝撃を与えた｡それは,神話や空

想的物語を含まぬ客観的事実の記述の集積という

面でも,途切れることなく書き継がれてきたとい

う記録の連続性の面でも,とても ｢簡単に撫祝し

得るようなものではなかったや からである｡その

記録には,しばしば天文学的記録まで伴っていた

からなおさらであった｡オランダ人フォツシウス

のように,年代学はヘブライ言吾｢聖書｣ではなく

七十人訳 r聖書｣に基づくべきだと主張し,また

ノアの大洪水は全世界を被いはしなかったと説く

者も現われた｡こうした状況に直面して,当時ヨー

ロッパ人が選ぶことができた対応策は二つしかな

かったO-つは中国人の伝える歴史を ｢神話｣に

すぎないとして無視することである｡この立場の

代表的人物はボシュエである｡他は中国史を改変

して既存の ｢普遍史｣の枠組と矛盾のないものに

組みかえることである｡この立場から,例えば17

世紀のライデン大学の神学者 ･歴史学者のホーン

は,ヘブライ語 ｢聖苔｣に基づく大洪水1656年説

を守る一方,中国の年代記は,｢創世記｣と同一の
事件を伝えているとの前提に立ち,中国の諸皇帝

と旧約聖書の家父長たちとの比定の作業を行った｡

ホーンによれば,両者とも土から生れたとされて

いるから伏蟻とアダムは同一人であり,神農は農

業の祖ゆえカインであり.そして彼の時代に大洪

水があり,また敬神家だったとも伝えられている

夷はノアにはかならないとさTLたOこのホ~ンの

試みはその後多くの追随者を生むことになった｡そ

して伏犠-ハム-ゾロアスター説等々をはじめ,は

ては中国人はそこに住みついたエジプト人を起澱

とするという説まで,様々な議論がなされていっ
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た｡また,こうした中国史をめぐる議論のなかで,

当時カトリックも認めていたヘブライ語 r聖書｣に

ょる年代学が批判されて,七十人訳 ｢聖書｣によ

る年代学が主張されるということもあった｡ベネ

ディクト派の年代学者ペヅロン神父はこの立場の

代表者である.@ 最後に,この中国の ｢古さ｣問題
は18世紀中もなお議論が続けられていくが,-

その一例が,後に述べるガッテラーである- 問

題そのものの決着は上の議論の延長上では得られ

なかった｡というより,｢痛み分け｣という形で終

っていく｡というのは,18世紀には中国史の批判

的検討が深まり,その結果マルイティこらの主張

する ｢古さ｣については否定されていくことにな

るのだが,しかし,他方では既にボルテールがそ

の r習俗論｣によってキリス ト教的世界史像から

近代的世俗的世界史像への転換を成し遂げていく

時代にiまいっており,その中で ｢普遍史｣そのも

のが次第に消滅に向かうからである｡

4.年代学論争

上述の年代学論争の過程で,一体どのくらいの

｢普遍史｣の体系が提案されたかは残念ながら筆者

には全貌を明らかにすることができない｡また.あ

とで述べる理由から,それは不可能でもある｡ブ

リンクマイア一によれば,あるフランスの研究書

には108種頬が挙げられているというが,@ 同時に

その数は容易に増やすことができようとも述べて

いる｡筆者が調べた範囲内では,1736年以後イギ

リスで刊行されていった ｢最古の時代から現代に

至る普遍史｣(1736-65,65巻)の第1巻序文に

集められたものがある.@ 本書自体はサマリタン版
｢聖書｣の年代が正 しいとする立場をとるのだが,

そこにはイエス生誕年に関し大は6984年から小は

3616年まで96種類の世界年代による年号が収録さ

れている (表2.参照)｡表では同一人物なのに研究

者の違いにより,違う年号を主張したように記載

されている例がある｡例えば,ベーダの唱えたは

ずのキリスト生誕年はシュトラウフによれば5199

年になるが,シュブローによれば3952年というこ

とになる｡この裏では,こうしたことはアッシヤー,

ペクビウスといった広く受け入れられていた年代

学者のものについてもおこっている｡こうした相

違が発生する原因はいくつかあろう｡一つは,後

に述べるガッテラーの例のように同一人が研究の

展開に従って使用する年号の体系を変える場合が

あり,研究者が別々の著作を選ぶ場合である｡し

かしそれだけではない｡同一の筆者が同一の書物

で別の体系を使用することすらあるのである｡例

えば,表1には採録したヨセフスの休系は彼がこの

書物で度々使用している体系である｡しかし.一

ヶ所だが.全く別の体系を書き込んでいるところ

があるo@ その場所は後の時代に誰かが挿入した可
能性がないとは言えないが.しかし,読者が同一

の書物で二つ年代の体系に接することには違いが

ない,また,古代の著作家たちの年代の表現形式

は.例えば,｢アダム後〇〇年｣といった表現であ

り,この表現だとアダム創造を第1年としているの

か,ユダヤ人の一般的慣習であるように,満年齢

的に数えればよいのか (この場合は天地創造が行

われた最初の一週間は殆ど0に等しくなる),さら

にアダム以前の ｢形なき｣時を1年としているか.

不明なのである.@ そしてこれら三つのどの立場を
その研究者が採用しているかによっても.ある事

件に具休的年号を与える際に連いがでてきてしま

うのである｡このようにして研究者が違うだけで,

同一人に関する解釈ですら結論が相違してくる｡ま

して,時代や場所,信仰が違えば年代学者の数以

上の数の年代学の体系が次々と提出されてさても

不思議ではない｡上述したように,本来根拠とな

るべき r聖書｣自体が年号について各版の正本.異

本ごとに様々に相違した記述を残しており,しか

もイエスまでの一貫した年号の算定は周知のよう

に r聖書｣のみでは不可能であるし,現在なおイ

エス生誕年について万人の認める年号が定められ
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ない状況だからである｡

もちろん年代学者たちは,こうした状況を克服

しようと努力もした｡ヨーゼフ･スカリガーが,1583

年,父親の名を取って名付けた ｢ユリウス周期｣を

提案 したのもそうした目的からだったo@ これは

1582年のグレゴリオ暦採用直後の時代にあって,ユ

リウス暦を含む古代各民族の使用した太陽暦,太

陰暦をはじめキリスト教年代学をも包含する共通

の尺度を提案 し,それによって混乱に終止符をう

とうとして考案したものである｡太陽章の28年,太

陰章 (メトン周期)の19年.インディクチオンの

15年の公倍数である7980年の周期を ｢ユリウス周

期｣とよび.キリスト紀元前4713年1月1日正午

から日数を通算する｢ユリウス日｣を設定した｡こ

の ｢ユリウス日｣は様々な暦の間の換算や,また

遠く隔たった期間の日数,特定の日の曜日や干支

などを知るのにも役立つので,年代学者や天文学

者が現在も使用しているものである｡このように.

｢ユリウス周期 (ユリウス日)｣はスカリガーの目

論見通り共通の尺度として生き続けている｡しか

し,古代以来のキリスト教年代学の混乱に終止符

を打つという,もう一つの目論見は成功しなかっ

た.スカリガ-は最初のカオスの状態から765年

後に ｢天地創造｣が行われたとしているから,創

世紀元に直して言えば.イエス生誕は3949年とい

うことになる｡しかし,この算定のほうは万人の

認めるところとはならなかったからである｡そし

て,結果論的に言えば,彼はむしろ16世紀から●始

まる年代学論争の出発点に立っことになってしま

ったのである｡蓑2にはスカリガー後の,次に述べ

るような様々な意味で年代学論争時代を代表する

4名の年代学者をとりあげ,その年代的枠組を示し

ておいた｡まず,フランスのイエズス会士で ｢最

も聴明なスカリガ-模倣者J9ペタヴィウスは.@

ユ8世紀までフランスのみでなく新教国のイギリス

や ドイツでも広くその権威を認められていたとい

う意味でこの時代を代表する年代学者であった｡彼

は,また,創世紀元 (世界年代)と結びつけた形

でではあるが ｢キリス ト前｣という年号を体系的

に使用したことも重要な役割を果たした｡｢キリス

ト前｣という年号は,既にベーダはじめ上述のス

レイダメスのように,個別的な形では使用されて

いた｡しかし天地創造以後の全ての年号に ｢キリ

スト前｣の年号を併記するというような組織的使

用は.彼が最初ではないようではあるが,しかし

広い影響力を持つ年代学者としてほ最初の例とな

ったo@ 次に,アッシャーはアイルランドの主席司
教で強B]なカルヴァン主義者であったo彼の年代

学は特にイギリスで広く受け入れられ.欽定訳 ｢聖

書｣の最後に付録として彼の年代が記載されてい

たことがあったほどである｡ボシュエは周知のよ

うにフランスのカトリック界の最高指導者であり.

年代学論争における混乱や上述のリシャール ･シ

モンの ｢聖書｣批判に大きな危機感を抱いて本書

を著したのであったo@ 彼はキリスト紀元1年を創
世紀元4004年としたが,この結論はアッシヤーと

同一であり.ここにカ トリック,新教両教会の権

威者の意見の一致をみたため,年代学論争が集結

するかに当時は思われたりした｡しかしポシュ工

の年代学は,先にも述べたように,中国を完全に

撫祝したうえで構想されたものであったOこのこ

とが一方でやがて ｢普遍史｣の伝統を打破するボ

ルテールの ｢習俗副 ⑳ を生み出す契機となってい

くのだが.他方上述のように,｢普遍史｣を擁裡す

る立場からも,七十人訳 r聖電｣に基づくペソロ

ンの年代学を生み出すことになった｡

キリス ト教年代学にまつわる困難さや,実際に

そこから生じてきた大きな混乱にもかかわらず.

ヨーロッパの人々がこのように創世紀元 (世界年

代)にこだわり続けたのは,創世紀元がキリスト

教的世界観そのものと深く結合していたからであ

るo世界年代が.キリス ト教の入校史に与えた時

間的枠組である天地創造から最後の審判までの期

間を計測するための時針の役割を果たしていたか
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らである｡世界年代が神の導きによる世界の完成

への歩みの段階を,即ち ｢普遍史｣の段階を計る

物差しに他ならなかったからである｡こうしてキ

リスト教的 ｢普遍史｣が ｢普遍史｣であるがぎり

は,創世紀元 (世界年代)は決して破棄すること

のできないものであり,両者は不離一体の関係に

あったのである｡逆に.｢普遍史｣が否定されると

き,創世紀元もまた破棄されざるを得ない｡そし

て現実にそうした事態が起きた時,旧来の創世紀

元 (世界年代)にかわって採用された新たな紀年

法こそ,｢キリスト前｣を伴ったキリスト紀元であ

った｡しかしそこでは,キリス ト紀元はもはや宗

教的な性格を失った,単なる時間的物差しとして

のみ採用されるのである｡そしてこうした変化を

もたらしたものこそ,｢年代学論争｣の最終段階と

しての啓蒙主義歴史学だったのである｡

三,｢年代学論争｣とガッテラー
16世紀から開始された ｢年代学論争｣は,18世

紀.啓蒙主義の時代にその最終段階に達する｡ ド

イツ啓蒙主義歴史学はガッテラーとシュレーツァー

によって代表されるが,｢年代学論争｣の局面に限

って見れば,両者の間には明瞭な段階的発展のあ

とが看取できる｡即ち結論を先取りして言えば.ガ

ッテラーは ｢普遍史｣の最後の段階を代表し.シ

ュレーツァーは ｢近代的 ･世俗的世界史｣の最初

の段階を代表するのである｡

ガッテラーはその生涯において四種頬の世界史

記述を行ったが,そのいずれにおいても創世紀元

(世界年代)を使用して記述を行った.@ 最初の二鼠

r普遍史教科書｣(1860),と ｢普遍史序説J(1771)
ではペタヴィウスの体系を採用したが,次の ｢世

界史j(1785)では自らもその体系の成立に手を貸

したとするフランクの年号体系によって叙述し,し

かし最後の r世界史試論｣(1792)では改めてペタ

ヴィウスの体系に立ち戻っている (表1参照)｡こ

のように創世紀元を生涯使用し続けたことは,辛

リスト教年代学にまつわる煩墳な作業を常に行い

続けなければならなかったことを意味する｡実際,

彼は ｢普遍史教科書J序文で ｢年代学は歴史学に

とって片方の眼である｣と述べてその重要さを強

調し,年代学に深く注意を払っていない同時代人

のロランなどを批判しつつ,｢一見して15分もあれ

ば決定できると見えるような年号一つにも何日も

費やされている｣と述べ,年代決定にまつわる ｢筆

舌に尽 くしがたい作業と労苦｣に言及しているの

である｡この表現は言葉通りに受け取ってよいで

あろう｡彼はペタヴィウスの体系を ｢今日存在す

る体系では最良のもの｣と評価してこれを採用し

ているが,表1でも見られるように.決して全てべ

タヴィウスに盲従しているわけではなく,一つ一

つの年号について吟味の跡が見られるからである｡

しかし,こうした吟味を通じて採用した筈のペタ

ヴィウスの体系を,彼は一度は破棄せざるを得な

い立場に負い込まれてもいる｡なぜ彼はこうした

揺れを自ら公衆の前で晒さねはならなかったので

あろうかO@ この間掛 こついて答えるためには,上
で述べた ｢普遍史｣を脅かしていた諸要素の各々

について,ガッテラーがどのような議論を行って

いるかを見なければならないであろう｡しかし,そ

れらはいずれも18世紀の ドイツ啓蒙主義歴史学の

内実を考える場合に大切な要素でもあるので,こ

こでは年代学の問題に関するかきりで要点のみを

述へるにとどめ,詳しい議論は今後別稿で考察す

ることにしたい｡

結論を先に言えば,ガッテラーが明言 している

ことではなく筆者の推定ではあるが,最大の原因

はエジプトの古さの問題だったということができ

よう｡はじめガッテラーは r普遍史教科書｣で,上

で引用 しておいたエウセビオスの言葉に全面的に

従った形でエジプト史を強引に着 きかえた｡即ち,

プサメティコス以前はエジプトはかつて一度も統

一されたことはなかったと断じ.このファラオ以

前の時代についてマネトーが伝えた全ての王朝は,
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年代順に存在したのではなくエジプ ト各地で並行

して存在した小地方王国に過ぎなかったとして,並

列的に並べかえたのである｡これによってエジプ

ト史を大幅に短縮し,年代的には辛うじてノアの

大洪水以後の年代の枠に組み込むことに成功した｡

しかし新たな問題が生じたoそれは.小地方王国

だけではピラミッドはじめ大規模な建築事業や高

度な文化活動の存在を説明できない｡そこで彼は

r世界史Jではこうした立場をゆるめて200年間の

統一時代を導入せざるを得なくなったのである｡そ

のために,彼はペタヴィウスの体系を捨ててフラ

ンクの年代学に乗り替えたのであった｡しかしそ

の後,前稿でも述べたように,あらためて r世界

史試論｣では諸王朝の並立時期を再調整し,その

結果200年間を再び折りたたんで再度ペタヴィウ

スの体系に戻ることができた｡先に筆者はエジプ

ト史の持つ ｢破壊力｣という言葉を使ったが,ガ

ッテラーはこのようにしてその破壊力に耐えて最

終的には ｢普遍史｣の枠内にエジプ ト史を吸収し

た形に収めることができたとは言えよう｡しかし,

その過程で実は極めて大きなものを彼は失ったと,

筆者には思われるOというのは,ガッテラ-自身

が自己のこのような ｢動揺｣をどのように感じた

かは別として,読者の側から言えばこれは実に驚

くべき出来事だからである｡何しろ読者自身の生

きている年代について以前のガッテラーから創世

紀元で5700年代だと説明されていたものが,次の

著書で突然200年も違っていたと言われたことに

なるのだから｡そしてさらに次の著書で元のまま

の年号でよいと言われたとしても.それで読者が

得心したとは筆者にはとても想像できない｡やは

りエジプト史は,こうしてガッテラー自身に対し

ても ｢破壊力｣を発揮したと言わなければならな

いであろう｡

もう一点問題があるO中国史の古さの問題であ

るが,この間題には r聖書｣の批判的研究の発展

が関係してくる｡ガッテラーは r普遍史序説｣の

段階で,中国人が自身の歴史を極めて古いものと

主張していることについて ｢彼らは子供がポール

を弄ぶように何首万年という年数を弄んでいるP
と批判し.｢理のわかった中国人がその歴史の確実

な始まりとするのは轟の時代であるβ としてこれ

をノアの大洪水後,エジプトのネメスなどと同じ

く世界年代1800年代に置いている｡問題となる中

国人の祖先については.彼らが膨大な年数の古さ

を主張する古い家系について ｢多分大洪水前の家

系であろうβ としてマルティニ同様に大洪水以前

に中国に人々が住んでいたことを認めている｡他

方で,彼は｢中国人は多分セム族であると考える｣⑳

と言い,中国人がもともとはオクソスに住んでい

たことはイ言じられないことではないともしながら,

伏蟻について西方からやってきたという伝承を伝

えることで彼がセムの子孫だと噌示している｡ガ

ッテラーのこのような中国人の祖先に関する議論

を支えていたのは,｢大洪水が全世界をおおったか

どうか,少し前まで私は疑っていたoLかし現在

は確実だと考えているβ とする,この時点のガッ

テラーの確信であった｡ところが ｢世界史｣の段

階になると,ガッテラーは ｢創世記｣における｢ヤ

ハーウェ資料｣と ｢エロイス ト資料｣の存在を認

めて自ら比較研究を行い,その結果,｢今臥 大洪

水が全世界を被うことなど不可能だと証明するこ

とはたやすいこと◆であるβ と述べるに至るのであ

る.ガッテラーはもともとエデンの園は北西イン

ドにあったと考えていたが.大洪水はそのインダ

ス,ガンジス流域での事件とされたのであるOし

かし,もしそうだとすると,先にガッテラーがそ

の存在を認めていた大洪水以前に中国に住んでい

た人々とその子孫たちはどうなるのであろうか｡そ

の件についてのガッテラーの回答は残念ながら聞

くことはできない｡しかしいずれにしろ.このよ

うに大洪水の一般性を否定することは旧来の ｢普

遍史｣の構造そのものを否定することになるであ

ろう｡彼がこの時点から自らの歴史叙述に ｢普遍
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史 (Universalhistorie)｣の名称を付けることを

やめ,｢世界史 (Weltgeschichte)｣という名称を
付け始めたことはそのことを暗示しているように

筆者には思われる｡

ガッテラーは生涯創世紀元 (世界年代)によっ

て歴史記述を行い,また人類史6000年という枠組

にこだわり続けた｡四世界帝国論については ｢普

遍史教科書｣や r普遍史序説｣で明瞭にこれを否

定する叙述を行いながら,最後の著作である ｢世

界史試論Jではあらためて四世界帝国論的な構想

による叙述を試みもした｡敬度なプロテスタント

歴史家としてのガッテラーは,こうして ｢年代学

論争｣と関係する局面で見れば,やはり全体とし

て旧来の ｢普遍史｣の側に立って活動した歴史学

者とみることができよう｡しかし同時にまた,徳

によって ｢普遍史｣は広い公衆の面前でいよいよ

その限界をあらわにしたという点も見逃すことは

できないであろうO即ち,一つは彼がエジプト史

を ｢普遍史｣の枠組に押し込もうと努力した,そ

の労苦の過程自身において,また中国史の古さの

問題,および r聖竜｣批判の進展が旧来の ｢普遍

史｣の構造自体との矛盾をあらわにし始めたこと

において.そして.こうした限界の自覚こそが,ガ

ッテラーにおける ｢普遍史｣から ｢世界史｣への

転換をもたらしたのではないだろうかo

四,小 括

後に ドイツ初期ロマン主義の理論的指導者とな

るフリードリッヒ･シュレーゲルは,1790年から

2年間,兄のヴィルヘルム･シュレ-ゲルとともに

ゲッティンゲン大学で学んでいる｡晩年のガッテ

ラーが文献学,地理学その他の歴史学補助科学の

世界に没頭していたせいでもあろうか,彼の講義

をブリードリッヒが聴講した形跡はないようであ

る｡兄宛の手紙からすると,彼は1795年になって

ガッテラーの著作に接したようである｡しかしこ

れ以後はガッテラーの上記の諸著作はブリードリ

ッヒの座右の書の位置を占めるようになり,また

後で述べる彼の世界史講義においても利用してい

るo@ そしてブリードリッヒはガッテラーの ｢純粋

に事実に基づく方法｣による歴史叙述を高く評価

し,彼を ｢ドイツにおける,根底的歴史研究の開

祖｣と呼んでいる｡さらに,｢今日なおガッテラー

の著作は不可欠のものであり,また彼の後継者た

ちの著作を評価するにしても,それは彼の遺作を

補うものとしてそうするにすぎないβ とまで絶賛

しているのである｡

このようにガッテラーを高く評価していたブリー

ドリッヒ･シュレーゲルではあるが.しかし,｢年

代学論争｣との関係で両者を見れば,二人の間に

は決定的な溝があることがわかる｡というのは,フ

リードリッヒ･シュレーゲルが1805年から翌年に

かけてケルンで行った r普遍史講義｣で.｢人類の

古さに関して旧約聖書から導き出された年代は,あ

らゆる点から見て誤りである｣と明解に論断して

いるからである｡そして続いて ｢年代を決定する

手段としてはギリシア史ではオリンピアード紀元,

ロ-マ史ではローマ建国紀元,他の歴史では ｢キ

リスト前｣のみであって.これ以外のいかなるも

のも決定手段とはなり得ないβ とのべて創世紀元

(世界年代)を明確に否定しているからである｡ガ

ッテラーがその兵撃な学究生活の生涯を閉じたの

は1799年であった｡ブリードリッヒの上の言糞は

そのわずか数年後に発せられたものである｡まさ

に18世紀が終るとともに ｢年代学論争｣も終蔦し

たのである｡この間,キリスト教のほうが変わっ

たわけではない｡フリー ドリッヒ･シュレ～ゲル

自身は,この講義を行った頃.やがて1808年に行

ったカトリックへの改宗に向けてその決意を固め

つつあった｡その意味では彼自身の生涯において

も最も宗教的情熱を高揚させていた時期でもあっ

た｡そうした彼がこのように明確に創世紀元を否

定したのである｡従って,変化したのは歴史学の

ほうだと言わざるを得ないであろう｡その変化と
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は,一言で言えば歴史学の宗教か らの自立とい う

ことであり.フリー ドリッヒ ･シュレーゲルが歴

史講義を行 った時,彼は既にこの ｢自立｣を前提

として受け容れたうえで,自らの歴史観の構築に

取 り組んでいたのである｡ しか し.他方.このフ

リー ドリッヒには前提であった ｢自立｣を ドイツ

において促進 した人こそ,実はガッテラー本人で

あり.また彼 とシュレ-ツァーが代表する ドイツ

啓蒙主義歴史学に他ならなかった｡本稿が対象 と

してきたガ ッテラーは,一見 したところでは全 く

別の顔を見せているようにも見える｡ しか し.筆

者にはこの ｢年代学論争｣ との関係においてみた

ガッテラーもまた,｢宗教からの歴史学の自立｣に

大きな貢献を行 ったと思われる｡それは,いわば

彼が 16世紀か ら一方向に揺れ続けてきた振 り子の

動きを極限まで振 り切 らせることによって,かえ

って 19世紀以後の新たな方向への振 り子の運動の

転換を準備 したと思われるか らである｡即ち,ガ

ッテラーは創世紀元に最後までこだわ ったが.か

えってそのことによって彼は創世紀元自身の限界

を身をもって示すことになり,その結果.む しろ

その命脈を尽 きさせる役割を担 うことになり.さ

らにこの役割を通 じて ｢キ リス ト紀元｣の自立に

手を貸すことになったと筆者は考えるからである｡
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で,｢この頃,彼を人と呼はねばならないとしてのこ
とだが.イエスという賢人が活動していた｡というの

は彼は賞嘆すべき技を行った人でありまた兵理を尊ん

で受け容れる人々の教師だったからである｣といい,

やがて十字架の刑に処されたが三日後に生き返ったこ

と.｢そしてかれにちなんでそう呼ばれるキリスト教
徒たちは,今日尚消滅していない｣と述べている｡も

ちろん年号は記していない｡表の年号計井が正確を期

せない事情についてはあとで述べる｡

ll.義1参鼎｡ユリウス･アフリカヌスとエウセビオス

-ヒエロニムスの年号計井についてはフイネガン,上
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梅香資料,68頁と83頁を参照した｡

12. ジョンソンによれは,古代キリスト教徒が強みを先

棒する鍵となったのは,各民族の伝える洪水伝説や巨

人伝説を ｢聖書｣によって天地創造から現在にいたる

一貫 した物語として提示できたことであったという｡

即ち,バビロニアの洪水 (ベロッスス),オーギュゴ

ス,デウカリオーンの洪水伝説や,ティーターン族を

始めとする巨人伝説について,｢エウセビオスがティー
ターン連と聖書の巨人とを同じものとし,ヒエロニム

スが,洪水がこれら.｢勇士であり有名な巨人たち｣(｢創

世記｣6-4)を全て滅ぼしたと述べて,議論に決着を

与えた｣ことであるという｡

(Johnson,I.W.,ChronologicalWriting;Its

ConceptsandDevelopment.in -HIStOryand

Theory" vol.Ⅱ.1962 p.130)

13,以下,GlnZel,a.a.0.S.181ff.参照｡

14.｢全ては巨人から始まった｣(Johnson,op,cit.p.

133) という｡即ち,ダビデが戦ったゴリアテは巨人

であった (｢列王記｣上,17-4)｡ノアの洪水で滅び

去ったはずの巨人が残っていたことが ｢聖書｣の記述

に対する議論を呼び起こすことになったのであるC

15.Johnson,op.clt.p.131.また,Genzel,a.a.0.

S.184.

16.Sleldanus,I_,Dequattuorsummusimperlis,

1556.ここでは英訳本 ;A briefeCllrOnicleof

thefoureprlnClpalEmppies,London 1563

を使用した｡

17.BIOgraphlSChesW6rterbuch zurdeutschen

Geschichte,3.Bd.S.2670.

18.Sleldanus,op.clt.P.ll.

19.Ibid.p.13.

20,Ibid.p.33.

21.Ibid.p.70.

22.Ibld.p.104.

23,スレイダメスは ｢ダニエル啓｣の解釈を通じて主張

する｡第7章には四匹の獣の幻が語られるが,その第

4の獣がローマを指しているO獣に生えている十本の

角はシリア,エジプト,アジア,ギリシア,アフリカ.

スペイン,フランス,イタリア, ドイツ,イギリスの

十地域をさすQこの獣に生じた新たな角とはトルコで

あって.そのために引き抜かれた三本の角はアジア,

ギリシア,エジプトを意味する｡ トルコがヨーロッパ

人から奪った地域に他ならない｡そしてこれ以上角は

抜かれないが,しかし他方獣を殺すのは再来のイエス

だとそこで述べられているのだから.トルコの脅威は

これが限度であり.また,一刻も早いイエスの再来を

待っべきなのであると0

24.1bid.p.105.

25.Htlbner,J..KurzeFragenausderpolltischen

Historia,1702. 本書でヒューブナーは,初心者

にはまず梗概を学ばせるのが良いとして,そのために

全体の要約を行い,本書冒頭にそれを載せている｡当

時の教科啓の雰囲気や内容を知るための良い資料とな

ると考えられるので,その部分を抄訳しておいた (※

以後の部分は筆者が要約したもの,他はすべて忠実な

櫛訳である)0

26.ヴェ-ゲレは17世紀末にケラーによって古代,中世,

近代という画期的時代区分が生れたが.18世紀にはそ

れが引き継がれた点を除いては殆ど歴史学における発

展は見られなかったと,18世紀における歴史学の停滞

について強調しながら,｢ヒューブナ-,クーラス,ど
ューナウ,エソスイヒ,ツオープ7等による新旧様々

な教科省は--･･それらが教育的目的しか持たなかっ

たものであり,またそのほとんど子供じみた内容のゆ

えに,どれもが著者の死後にいたってもなおどんなに

愛好されていたとしても,ここではこれ以上問題とす

る必要はない｡｣と述べて,広く読まれたことは認め

ているが,｢ほとんどの子供じみた内容｣として,相
手にもしていない｡

(Wegele. F.X.,GeschlChte der deutschen

HIStOr10graphie,1885,S.782.)

フユークーも同様である｡彼は ｢長期間名声の高か

った校長ヒューブナーが我々の注意を引く点としては,

-･彼が歴史を神学に近付けようとして教理問答形

式に変えたことだけである｣と述べるのみで.彼はヒ

ューブナーをまるで頭から評価の対象にしていない

(Fueter, E.. GeschlChte der neueren

Historiographie,1936,S.188) なお,ヴェ～ゲ

レの指摘しているケラー (ケラリウス)は,実はガッ

テラー自身が克服をめざした対象でもあったCだが,

この点については別稿で論ずる予定である.

27.ここで,ヴェーゲレが代表的教科音としてあげてい

たエッスイヒのギムナジウム教科昔をもう一つの例と

して挙げておきたい｡真数の関係で目次と ｢序論｣全

訳を資料2として採録しておいた｡やはり同様に,｢神
の民｣の歴史を中心とした ｢前史｣と,それに続く四

世界帝国によって ｢普遍史｣が構成されていることが

わかるであろうC

28.表1に挙げた各種 r聖書jの年代は次のものから収

録 した :AllgemeinieWelthistorle, 1.Theil.

1774,S.102f 本書は元々イギリスで出版された

次の春物のドイツ語訳である｡-jh universalhistory

from theearllSeStaccountOftimetothe

present,65vols.1736-1765" 本書は前川氏

の前掲香では ｢イギリスの世界史Jという名で書名が

紹介されている (上梅香,60責)｡
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なお,この年号自体もあくまで ｢イギリスの世界史J

若者達による-つの解釈であるにすぎないことは,後

に述べる通りである｡一つの立場から見た解釈として

参照 していただきたい｡

29.ホップズ,rリヴァイアサンJ中央公論社,382頁｡
30.前川貞次郎,上梅香,44頁｡

31.以下,ポール ･アザ-ル.rヨーロッパ柏神の危概｣
野沢 協 訳.法政大学出版局.1990,第3章による｡

32.米食 充 r旧約聖啓の世界｣人文魯院.1989.31

頁｡

33.根拠となったのは ｢創世記｣で神が六日間で世界を

完成させたこと,及び旧約 r聖書｣の詩編第30絹,｢神
の人モーセの祈り｣の中の ｢あなたの目には一千年も,

過ぎ去ればきのうの如 く｣とある句で,ここから,神

による世界の完成-神による人類教育の完成を6000

年間と考えるのである0

34,Johnson.op.clt.p.134,

35.拙稿,｢ニュートンと世界史｣(｢歴史科学と教育J第
10号,1991,3月号 所収)を参照されたい｡

36.Gatterer.J.CりElnleitung,S.295f. (略記

については註64)

37. T̀heLoebClassICalLlbrary"MANETHO,

p.9.

38.藤純謙三 r歴史の父ヘロドトスJ新潮社,1989,477

頁

39.ヘロドトス r歴史｣2巻-1420

40.上柏の拙稿 rニュー トンと世界史｣参照｡

41. イシドールス ｢起源論｣とその役割については,増

田義郎 r新世界のユートピアJ15頁以下を参照｡また,

ヘレフォードの r世界図｣(ca.1300)における ｢妖怪

変化｣については資料3として収録 した｡

但し,すべての例を載せてあるわけではない｡

42 フランク人年代記作家ラウールの次のような記録が

ある ;｢マアッラで,われらが同志たちは大人の異教

徒を鍋に入れて煮た上に,子供たちを串焼きにしてむ

さぼり食らった｡｣(アミン=マアルーフ ｢アラブが見

た十字軍Jリブロポー ト,1986,66頁)この場合,普

者が指摘しているように彼等は飢えが原因で ｢食らっ

た｣わけではない｡こうした ｢残忍性｣と,アジア世

界を妖怪変化の住む世界とみていた彼等の ｢世界紙｣

とは通底 していると筆者には思われる｡

43.マンデヴィル ｢東方旅行記｣東洋文駆19,174寅｡

特に第22章には,場所はヘレフオ-ドr世界図Jとは

多少適うが,全く同じような妖怪変化の存在がまこと

しやかに省かれている｡

44.増田義郎,上梅香 27貢0

45.上掲鞍43頁以下o｢空想的化者世界誌｣という表現

も増田氏のものである｡

46.キューバ,ハイティなどの島々の発見を伝える手紙

で ｢これらの島々で,私は今日まで,多くの人が考え

ているような怪物に会ったことがありません｡それど

ころか.誰も彼もみな姿よく.その色も,垂れ下げて

いる菱以外は,ギネアの人間のように黒くはありませ

ん｡｣この言葉について増田氏が述べているように,ま

さに ｢コロンブスは,ここで,マンデヴィルやピェル･

ダイを信 じてその存在を予期 していた怪物に出会わな

かったのを意外と感 じ.大きなおどろさを率直に表明

しているのである｡｣(同,39以下)

47.今西錦司 r人類の誕生J河出昔房,昭和43.141頁｡

48.パリャドリの論争については増田,上梅香のはか,ハ

ンケ.rアリストテレスとアメリカ･インディアン｣岩
波新書を参照｡

49.モンテーニュ r随想録｣.1131｢食人種について｣

50.同上,3-6｢馬車について｣

51.以上は.下記の番によった ;

後藤末社 r中国思想のフランス西漸J上下,東洋文庫

52.以下は主として下記の論文によっている

Kley.E.J,van.Europa'S 'DiSCOVery"ofChina

andtheWritingofWorldHIStOry.(ln"Am erikcan

HistorlCalRevleu"VO176-2.1971)

53.Ibld.p.364.

54.ペソロンの年代学については表1を参照｡これは上

記の AllgemelneWelthlStOrleから採ったもので

ある｡

55.Brinckmeler,EりPraktisclleSHnadbllChder

historlSChen Chroologie.Berlin 1882.S.20,

彼は同じ場所で,その種類の多さについて,｢ここか
ら歴史昔で世界年代を利用すると極めて紛糾 し.また

不便窮まりない事態が生ずる｣と述べ,さらに ｢この

弊害はその全ての歴史智を世界年代で算定したガッテ

ラーで生じている｣と述べている｡

56 Josephus,op.clt.Ⅵ-p.239;イエルサレムの

神殿破壊について叙述するところである (A)｡また,

上記の AllgemelnlneWelthlStOrieは,根拠は示

されていないが,ヨセフスの別の年代体系を採録 して

いる (B)｡従って,彼については都合三種類の体系が

可能だということになろう｡一応その体系も紹介 して

おく｡以下は次の七つの事件の年号である｡

天地創造,大洪水,出エジプト,第一神殿造営,

A: 0 2556 3451 4043

B: 0 1556 2523 2953

神殿破壊.キュロス1年,キリス ト生誕

A:4513 5133

B.A3545 4015 4658

57, この点についてはフイネガン.上褐沓資料65真参照｡

なお,さらにもっと極端な場合として.編集者が勝手
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に自分の正しいと信ずる数値を入れてしまう場合があ

る｡これは実際にガッテラーが行っていることなのだ

が.本文でも述べたように,r最古の時代から現代に
至る普遍史Jはもともとサマリタン版 ｢聖書｣の年代

を採用していた｡ところがこれを後に別の ドイツ語訳

版を出版することになったとき,現代では考えられな

いことだが.その監修に加わったガッテラーが勝手に

年号をぺタヴィウスのそれに変えてしまっているので

ある0

58.スカリガーと ｢ユリウス周期｣.｢ユリウス日 (ユリ
ウス油日)｣については,薮内治 r歴史はいつ始まっ

たかJ中公新書,昭和55年,115貢以下参照.また,

Grafton.A.T.,JosephScaligerandHistorical

Chronologie.ln H̀istoryandTheory"γol.

14,1975を参照｡

59.Ibid.p.160.

60.PetavluS,D.,Rationarum･Temporun.1627.

表1の数値はケルンで1720年に出版されたものから

採った.

61.前川貞次郎,上梅香,18貢以下.

62.同上,21頁｡

63.同上,30真以下｡

64.前編でもか デたが,署名は以下のとおりである｡

oHandbuchderUniversalhistoriemachihrem

gesamten Umfangeγon Erschaffung der

Welthiszum UrsprungdermelStenheutigen

ReicheundStaaten,G6ttingen 1761.

0Eenleltung in die synchronlStische

UniversalhlStOrle ZurErlえuterung seiner

synchronistischenTabellen.G6ttingen1771.

(以下,EinLeitung)

oWeltgeschichte,Theil1.2.G6ttingen1785.

(以下,Weltgeschichle)

OVersucheinerallgemelnenWeltgeschlChte,

G6ttlngen 1792.

65.ガッテラーはじめ ドイツ啓蒙主義者は,上のガッテ

ラー自身の著番の表題が示すように,ラテン語だけで

なくむしろドイツ語で多くの著作を残したことにも注

意すべきである｡｢年代学論争｣は,啓蒙主義時代に

は.特殊な専門家の間の論争ではなく,それが公衆の

前で展開された｡このことも,年代学論争に啓蒙主義

時代が加えた新たな要素であると,筆者は考えている｡

66.Gatterer.Elnleitung.S.644.

67.Ebenda,S.･647.

68.Ebenda,S.645.

69.Ebenda,S.74.

70.Ebenda.S.44.

71.Galterer,Weltgeschichte,S.16.

72.Jean-JacquesAn stett,Einleltungin'KrltlSChe

FriedrlCh-Schlegel-Ausgabe",14.Bd.1960.

S.XXVIf.

73.Schlegel. F., Vierundzwanzig Biicher

Allgemeiner Geschichte besonders der

europalSChenMenschheitdurchJohannesMtiller,

1810.(̀KritischeFriedrich-Schlegel-Ausgabe",

7.Bd.1966.S.108)

74.Schlegel, F. Vorlesungen iiber

Universalgeschichte1805-1806.(●KritlSChe

FriedrlCh-Schlege1-Ausgabe".7.Bd.1966.

S.10
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蓑 1:諸年代学体系

l ｢聖 書｣ タルムーヨセ.ベヨセフス ユリウ エウセビベタヴイ 7ブシ ホシユエ ベソロ ガツテラ-

ギ㌍ 今霊版 へプラ- サマリタン版 ド ン.ハ7スタ(160頃冗)r世界秩序の割 (ca,37-100)｢ユダヤ古削 ス.アフリカメス(ca170-240)｢年代削 オス(263-339)≡ヒエロニムス(331-420)r年割 ウス(1583-1652)r年割(1633) †~(158ト1656)｢新.旧的年代削(1650-54) (1627-1704)r世界史削(1681) ン.Pr舌代復元)(1687) (1727-1799)r普古史序乱(1771)r世界史鵜｣(1792)r世界史J(1785)
一般的写本コンスタンチノープル版 正 典異 本正 典異 本

天地(アダム)朝造 00000000000101 1 1 1

大 洪 水224222621656165613071307 1656 1656 2262 2262 2242 1656 1656 1656 2256 1656 1656

アプラハムの召命338934692023208323842384 3318 3277 3259 1782 2083 2083 2513 2022 2084

出エジプ ト381938942453251328142814 2448 244& 3748 3707 3689 2453 2513 2513 3943 2453 2699

第1神長の造営(ソロモン第4年)452944952993309332943406 2928 2928 4340 4168 2972 2992 3000 4816 2973 3178

第1神長の破嶺(セデキ7第11年)468349193357352337183836 3338 3338 4810 4610 3393 3416 5287 3395 3604

キユロス第1年(浦田からの##)4735 340935753770 4880 4943 4641 3468 3648 3468 5337 3425 3629

第2手一順再建開始(ダリウス#2*)47534995342735833788 3404 3404 4681 3484 3486 5351 3464 3670

キリスト生蓑527055083994411143054424 376037613762 5440 5500 5199 3980 4004 4000 5873 3983 4181

※ *:AllgemeineWelthistorie, 1.Theil,1774,S.102f.
F:フイネガン,【聖電年代学｣,岩波書店 昭47,
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表2:イエス生誕年に関する諸説

AIphonsusK6nigvon Castlllenin

MullersTafern

Eben derselbehey den strauch

OnuphrluSPanvlT111ユS

Slユldas

Lactantius,Phllastrius

Nicephorus

ClemersYonAlexandrien

DleFastiSICull

JssacVoBiusunddieGTiechen

Eben derselbebey den Chevreau

Theophilusvo刀 Antiochlen

DieConstantlnOPOlitanerundGrabens

sievenZigDolmetscher

CedrenusI)elm Chevreau

JulluSAfricanus,Thephanes,

Euthychiusu.a.m.

DieEth10Pler

Cedrenushelm Atrauch

Panodorus

MaxlmlnuSMonachus

SulpltiusSeverus

VュctorGISelluSln Seinem An-

merkungentiberden Sulpitius

Derhell.Augustlnbelm Genet)rard

JsidorusPeluslOta

AbunaZar

RabanusMaurus

JsldorusHISPalensISbelm Strauch

PaulusvonFossembrona

Eusevius

Bedabey den Strauch

PhlllpVOnBergamo,OrosluSu.a.m.

PhlloderJude,Slgebert

EplphanluS

MetrodorllS

Ado,ErzblShofvon Vienne

OdlatO,OrderEbwico

MarlanllSS(;OtllS

LaurentluSCodomannus

EbenderselbeL GodomeautIey

dem Chevreau

Rebera

Genet)ra∫d

ArnoldYonPontac

年 月

4

4

0

0

1

0

4

8

8

0

5

CO

8

1

0

0

0

2

0

9

9

1

9

･4

3

人U

8

7

6

6

5

5

5

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

MichelMt)stllnuS

J.Bapt.RICCiolus

R.MosesMaimonldes

Jakob SallanuSbelrnStrauch

Eben derselbebey den Chevreau

Henr.Spondanus

Tornlellus

Wllh.Langehey den Strauch

Eben derselbebey den Chevreau

ErasmusReinhold

Ja祉ob Cappellus

Johan WICkman

ThomasLydiatundLaurent

EIChstadt

EduardSlmpSOnundErzbischof

55083 Usher

5506 M.Ant.CappellusundErzblSChof

Usherbeydem Chevreau

5500 工)eonysiusPetavluS,Decker,Kepler,

5499g u.a.m.hey den Chevreau

5493g PetavluSbeim Strauch

5493 Krenzhelm

54919 Abraham 王∋ucholtzerbeyden

546g Strauch

Eben derselbeJob.Cluverbelm

9
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Strauch
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年 月 資料 1; ヒ ュ ー ブ ナ -,『政治史問答』
(1702)

3958 (Johann Htibner, Kurtze Fragen aus der

3955 PolitischenHIStOrla,1702.)

3952 序論

3951 Ⅰ. 世界が成立して何年経過したか?-天地創造より現

在我々の生きている1702年まで5651年経過 した｡

B.この期間をどのように時代区分すると良いか ?

3949 -二つの最も重要な事件は :

3949 1.大洪水 ;世界年代の1657年に起こった｡

39483 2.キリス ト誕生 ;世界年代3949年にあたる｡

3948 Ⅲ.大きな時代区分としては親つの時代があるか ?

一三大時期に区分するのか最適 :

3947 Ⅰ. 天地創造から大洪水までの1657年間｡

HermanContractusbeyden Strauch 3945g Ⅱ. 大洪水からキリス ト誕生までの2292年間C
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3944 Ⅲ. キリス ト誕生から今日までの1702年間｡
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※Ⅳ～Ⅶ.歴史は政治史,教会史,文学史,自然史,芸術

史,生活史の六分野に区分されるが,｢政治史fj:くして
は,決 して他の分野を理解することができない｣Oまた

各特殊史は ｢これに先立っ ｢普遍史｣なくしては理解

し得ない｡この ｢普遍史｣は各特殊史に基礎を与える

ものであって,それゆえに ｢基礎的歴史｣とよばれる｣.

Ⅷ. その基礎的歴史はどのような内容か?一本音第-那

の第5巻までに叙述されている内容にはかならない :

第 1巻 ;神の民の歴史0

第2巻 ;アッシリア帝国の歴史｡

第3巻 ;ベルシア帝国の歴史｡

第4巻 ;ギ リシア帝国の歴史0

3760 第5巻 ;ローマ帝国の歴史｡

3740 第1巻.神の民の歴史

3734 序論

3671 Ⅰ. 神の民の歴史とは何か7-それは世界の創造から始

3670 まって4019年のイエルサ レムの破壊で終わる｡

3616 Ⅱ.この歴史はどのように時代区分されるか?-5つの
時期に区分される :

第1期.天地創i畠から大洪水までの1657年間｡

第2期.大洪水から出エジプ トまでの796年間｡

第3期.出エジプ トから王国建設までの422年間｡

第4糊.最初の国王連からバビロン捕囚までの474年

間｡

第5期.バビロン捕囚からイエルサレム破壊までの670

年間｡

第1章.天地創造から大洪水まで

Ⅲ. 天地創造に関して重要なことは何か?一神が無から.

しかも6日間で以下のような秩序を創造されたことで
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ある ･

.創造第1日 ;神は光よあれと言われ.

●創造第2日 ;大空を整えられ,

｡創造第3日;世界に草,木,果乱 野菜を与えられた｡

｡創造第4日;天空を創 られ,

｡創造第5日 ;魚や鳥をもたらされ.

｡創造第6日;家畜と人間を通られた｡

Ⅳ.人類以前のこの第 Ⅰ期に生存したのは何か7-一郎

は敬神者｡セツを祖とし,牧畜を営む人々で,｢神の子
ら｣と r聖書Jでよばれている｡他は背徳者,カイン

を祖として都市に住む人々で.｢人の子ら｣と r聖嘗J

で呼ばれている｡

V. 背徳者たちの中で重要な人は誰か?-

1. カイン,彼の弟アペルを殺したが故に,

2.エノク,彼の名によって地上最初の都市が名付けら

れたが故に,

3. レメク,彼が初めて二人Q)妻をめとったが故に,

4. ヤパル,音楽を発明したが故に,

5. トパルカイン,最初の鉄の刃物を扱える者となった

が故に｡

Ⅵ. 敬神者たちの中で重要な人は誰か7-

1.セツ.彼が神を彼の子孫たちの父として選んだが故

に.

2.エノス,彼が最初の説教者となったが故に,

3,エノク,生きながら天に召されたが故に.

4.メトセラ,最も長く,969年間も生きたが故に.

5. ノア大洪水の以前とそのさなか.さらにその後まで

生きたが故にO

Ⅶ. 大洪水に関して重要なことは何か?-

1.それが罪ゆえに神によって引き起こされたこと,

2.神が彼らに120年の頻発期間を与えられたこと,

3.箱船には8人以外の人間は乗っていなかったこと,

4.命あるもの全てが少しずつ箱船に乗っていたこと.

5.神が二度と大洪水を起こさぬ証として虹をかけられ

たこと｡ ､ノ

第2章.大洪水から出エジプトまで

Ⅷ . どのようにして世界が大洪水の後再び人々の住む所

となったか?-

ノアはセム,ハム,ヤぺテの三人の息子を得た｡彼

らは最初,箱船を降りた場所であるアジアに住んだ｡子

孫が増えた時,彼等は天まで届かせようとバベルの塔

を建設した｡しかし神はそれを不満に思われて言弟を

乱され,言糞を乱すという方法で人間を全世界に拡け

られた｡セムの子孫はアジアにとどまり,ハムの子孫

はアフリカを占め,ヤベテの子孫はヨーロッパを占拠

した｡

Ⅸ. ノアの子孫のうち,神が ｢神の子 ら｣に運ばれたの

ほどの一族か?一散度なセムの一族であった｡しかも

神はセムの家系に二重の恵みを与えられた｡宗教的恵

みを息子のアルパクサデに与えた :族長たちが彼に由

来するが故に｡世俗的恵みは他の息子アッシュールに:

彼によってアッシリア帝国が成立するが故に｡

X.族長達に関して重要なことは何か?一端 (アプラハ

ム,イサク.ヤコブ,ヨセフ)--最後に彼等はモー

セに率いられて--ファラオへの奉仕から解放された｡

第3章,出エジプトから王国建設まで

刀. この期間に起きた出来事は何か7-※ (土師たちの

もとでカナンの地に定着｡)

Ⅱ. イスラエルの土師の中で重要な人は誰か7

-※ (モーセ,ヨシュア.サムエル)

第4章.建国からバビロン捕囚まで

Xl. 神の民のもとでどのようにして王国が建設されたの

か?-イスラエル人は,近隣の異教徒が皆自己の国王

を戴いていたので,もはや士師によって統治されるこ

とを望まなかった｡自らの恵に逆らってではあったか,

神はついにサムェルを通 じて一人の人間を選定し.国

王として彼等に与えられた｡

xF. 国王は何代続いたか?-

1.最初三名の国王が神の民全体を統治した｡

2.その後十九代の諸国王がイスラエル王国を統治し,

3.同時に二十代の詩国王がユダ王国を統治した｡

Xy.神の民全体を統治した国王は誰か?-サウル.ダビ

デ.ソロモンである.彼等は三名合わせても百年間は

統治しなかった｡ソロモンの死後.彼の息子レハベア

ムは.十支族が彼から触れ.彼等の国王を選ぶのを見

なければならなかった｡

被∬-1皿.(イスラエルを治めた国王,ユダを治めた国王

について｡)

第5章.バビロン捕囚からイエルサレム破壊まで

Zq. この最後の時期について重要なことは何か?-

1.バビロン捕囚の期間

2.神殿の再建

3.マカベア朝の統治

4.へロデとその子供たちの統治

Ⅱ. バビロン捕囚で重要なことは何か?-神の民がアッ

シリアの括王に服従させられた｡キリスト紀元前600

年に連行されて70年間的来された｡同じ頃に活動した

預言者にエゼキエル,エレミアpダニエルがいる｡バ

ビロン輔囚からの解放を行ったのはベルシア最初の王

手ュロスであった｡

媒XX一m.(神殿の再建,マカベア朝.ヘロデとその子た

ちの統治について)
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m. 最後にイエルサレムはどのように破壊されたか?-

キリストの礎刑以後,神の民にLLJのような災難が襲い,

ついにユダヤ人はローマ総督フロールスに反乱するに

いたった｡反乱が起こったのはネロ帝の時で.帝は将

軍のウェスパシアヌスを派過したO彼はやがて皇帝に

なったので,息子のティトゥスにユダヤ戦争を委ねた｡

ティトゥスは,紀元70年,イエルサレムを包囲した｡

イエルサレムは百万人もの餓死者を出した後に陥落し,

瓦疎の山と化 した｡

㍊Ⅳ ユダヤ人はイエルサレム破壊の後どうなったか?

一彼等は全世界に離散 し,約束の地に彼等の国を再建

しようとする努力t).実を結ばなかった.ユダヤ人の

没落以後は.神は神の教会にあらゆる民の中から人々

を集めることを良しとされた｡

第2巻.アッシリア帝国の歴史

Ⅰ. アッシリア帝国はどれだけの期間存続したか?一全

都で1694年間,従って,ローマ帝国の今日までの期間

とほぼ同じ長さということになる｡

Ⅱ.この期間をどのように理解するとよいか?-アッシ

リア帝国は最初は一人の君主の下にあったが.しかし

その後他に三つの帝国が分離した｡したがって :

1.分裂以前の時代.1359年間｡

2.分裂以後の時代, 335年間.

第 1章.分裂以前のアッシリア帝国

Ⅲ. アッシリア帝国はいっ成立したか?一大洪水後約60

年 :最初の君主のニムロデ以後.この強力な帝国に42

名の君主を数えることができる｡

Ⅳ. その君主遠のうち重要な者は誰か ?

1.ニムロデ_;建国者

2. アッシュール.またはベルス;帝国の名称が由来す

る君主｡

3.ニメスⅠ ;世俗的著述家連が初代だとしている君

主｡

4.セミラミス;夫のニメスを殺した後,夫の名前で統

治した｡

5.二ヌスⅡ:国土を総督によって統治し,自身は怠惰
に過ごした｡

6.特徴を指摘できるのは最初の5名の君主のみ｡残り

37名は享楽に時を費やした｡

7.サルダナパルス:全帝国を一人で統治した最後の王,

彼以後は帝際が分裂｡

第2章. 分裂以後のアッシリア帝国

V. この大帝国はどのようにして分裂したか?

アッシリアの君主たちは誰にも自己の姿を見せず,級

宮にこもって富官にかしずかれていた｡アルバケスが

侍従長を買収し,王宮の状態を気付かれずに観察した

ところ,サルダナパルスが女たちの中に一人座 してい

た｡アルバナスはこのような軟弱な男に仕えるよりは

国王に反逆しようと考え,こうしてアルバケスが首都

ニネヴェを包Bflした時,最後の君主サルダナパルスは.

薪の山を築いて火をつけ.宝物や女たちとともに焼け

死んだ｡この後.帝国から三つの王国が成立してきた

が,これらの王国名は r聖書｣に度々登場するO

Ⅵ.三つの王国とは何か?

Ⅰ. メディア王国,首都エクバクナ｡

Ⅱ.アッシリア王国,首都ニネヴェO

Ⅲ.バビロニア王国,首都バビロン｡
Ⅶ. メディア王国について重要なことは何か?-汰 (ア
ルバケス,アステユアゲス)

Ⅷ. アッ シリア王国について重要なことは何か ?

初代国王はプルで,最後の国王はエサルハッドンで

ある｡これ以外には強力な国王としてマルマナサルと

サンへリブがあげられる｡前者は最後のイスラエルの

王ホセアを遜れ去った｡また後者はイエルサレムを包

囲したが,この時天使が一夜に18万5000名の彼の軍

の兵士を打ち倒すということがあった｡エサルハッド

ンの死後,アッシリアは他のこ国.即ちメディアとバ

ビロニアに滅ぼされた｡

Ⅸ. バビロニア王国について重要なことは何か?

初代国王はナボナッサル,次の王ネプカ ドネザルが

重要｡彼は神の民のバビロン捕囚を行ったo最後の国

王はダリウス･メドゥス｡彼はベルンア帝国初代のキ

ュロスによって王位を奪われた｡

X. アッシリアはどのようにして滅ぼされたか7

-日7ッシリア王国はメディア人とバビロニア人に

よって分割されたので,結局二つの王国,メディア王

国とバビロニア王国とが残った｡

メディアの国王アステエアゲスは,夢で彼の娘のマ

ダネの胎内から一本の木が生 じ.その枝が全アジアを

覆うのを見た｡これについて夢占者は彼女から全アジ

アを支百己する王子が産まれるであろうと予言した｡マ

ダネが後に王子を産んだとき,父はハルバグスに彼を

殺すよう命じたが,しかし彼は子供を牧者に与えた｡牧

者は子供を養育 し.キュロスと名付けた｡キュロスが

成長 した時,事実が発覚し.王はハルバグス自身の子

供を料理させてこれを彼に命じて食べさせた｡この残

虐にたいしてキュロスが復讐することになる｡彼は最

初メディアの彼の残虐な祖父アステエアゲスから王位

を奪い,ついでバビロニア国王ダリウス ･メドゥスと

戦った｡

このようにしてキェロスはアッシリア帝国に属 した

全ての地域を獲得 した｡彼がベルシア帝国初代皇帝と

呼ばれるのは,彼が最初ベルシアに退却し.ベルンア

- 39-



人の援助でメディア王国を征服 したからである｡

第三巻.ベルシア帝国の歴史

Ⅰ. べリンア帝国はどれだけ存続 したか?

200年弱 ;この期間に13名のそれぞれに重要な君主

連が相次いで統治 した｡

Ⅱ. 相次いで皇帝位を継承 したベルシアの君主は誰か ?

1.キュロス;彼はアッシリア帝国を滅ぼしベルンア帝

国を建設したC彼の産まれについては先に述べた｡彼

はイスラエルの子 らをバビロン捕囚から解放 した｡

2.カンビュセス;彼は怒りのあまり馬に乗り,うっか

り鞘から抜かれていた短剣で自殺 した｡

3.スメルディスはただの見習いコックをしていたに過

ぎなかったのだが,阜官に兄いだされたのであった0

4.ダリウス･ヒュスタスペスは選挙の日,彼の馬が日

の出後最初にいなないたので君主となった｡彼はギ

リシア戦争を遂行した｡

5.クセルクセス1世は100万からなる軍隊を率いてギ

リシアに侵入 したが,完敗するという恥辱を得ただ

けだった｡

※ (アルククセルクセスⅠ世,クセルクセスⅡ世ゾグ

ディアヌス,ダリウス･ノトウス,アルククセルク

セスⅡ世.オックス.アルサメネス)

13.ダリウス･コドマメスはマケ ドニア王のアレクサ

ンドロス大王に3度にわたり打ち破られ,最後の戦

いで王位と命を失った.これによりベルシア帝国が

滅亡 した｡

第四巻.ギリシア帝国の歴史

Ⅰ. ギリシア史の区分はどのようにするのか最適か ?

ギリシア人は帝国を彼等が建設するはるか以前から

著名であり,従 って,以下の二段階に区分することが

できる｡

Ⅰ. 帝国建設以前のギリシア人の歴史｡

Ⅱ . 帝国建設以後のギリシア人の歴史｡

第 1車.帝国以前のギリシア人の歴史

Ⅱ. 古い時代のギリシアの状態はどのようであったか ?

ギリシアの地に大洪水以後間もなく人が住んだこと

は疑いない｡その後様々な小共和国が成立し,それら

がやがて次第に-つに融合 していったのである.

Ⅲ. この小共和国の中で重要なものはなにか?

1. シュキオン;ギリシア最古の王匡lで,アッシリア帝

国と同時代｡

2.アルゴス ;族長イサクとほぼ同時代｡

3.アテネ ;最も有名な共和国で,賢者ソロンの法によ

って治められていた｡

4. ラケダイモン ;常にアテネと復位を争っていた｡

5.テーベ ;有名なギリシア人英雄ヘラクレスの生地｡

6. ミュケ-ネ ;トロヤを破壊した有名な国王アガメム

ノンの居住地｡

災 (メッセニア,コリントス.テッサリア,クレタ,サ

モス)

12.マケ ドニア ;ついに他の全てを服従させた｡

Ⅳ.この分裂時代のギリシアでは何が起こったか?

1. アルゴナウテースの遠征｡

2. トロヤの破壊｡

3. オリンピック｡

4.ベルシアとの戦争｡

乱内

V. アルゴナウテ-ス遠征の事情はどのようなものだっ

たか ?

黒海奥のコルキスの地のある神殿に一枚の金の雄羊

の皮があり,それを炎を吐く竜が守っていた｡この金

羊皮をギリシアの英雄イアソンが奪取し,竜も退治し

た｡その遠征の船がアルゴ-と名付けられていたので,

隊員全体がアルゴナウテースと呼ばれたのである｡ヨー

ロッパでは金羊皮騎士団が今EIも栄えているO

Ⅵ. トロヤでは何が起きたか ?

トロヤの王子パリスは美女ヘレンをギリシアから誘

拐してきたが,これに復讐するためギリシア人はトロ

ヤに遠征 した｡10年間にわたりトロヤを包囲したが,

まだ陥落させられなかった｡そこで巨大な木馬を作ら

せてその中に兵士を隠 した｡ トロヤ人はこの巨大な木

馬を トロヤの町に引き入れたいと考え,それを城壁の

内側に引き込んだ｡そうこうしているうちにギリシア

人が引き返して来,また兵士も木馬から這い出してき

たのに, トロヤ人は酔っぱらっていた｡こうして トロ

ヤは炎上し,破壊された｡これはイエス誕生前1100年

以上も前に起こったことである｡

※Ⅶ.(オリンピックについて)

Ⅷ. ギリシア人がベルンア戟争に際し何を行ったか?

ベルンア帝国はその権力をヨーロッパにも及ぼそう

としてダリウス ･ヒュスタスぺスと.彼の後継者グセ

ルクセス工世が数え切れぬほどの軍隊を率いて未定し

た｡しかし彼等は屈辱と恥辱を受けつつ撃退された｡こ

の戦争では勇敢な将軍たち.ミルチャデス,キモン.チ

ミス トクレス,パウサニアス等がその勇気を示した｡

Ⅸ. ギリシアでは内乱中どんなことが起こったか?

ベルンア戟争後ギリシアの詩共和Eg間に_もたらされ

たのは統一ではなく,相互を破壊し合う内乱だった｡彼

等が相互に消耗させあった後に,マケ ドニア王フィリ

ップが台頭し彼ら全てを彼に従属させた｡ベルシア帝

国が滅びる直前のことであった｡

第2章.帝国建設後のギリシア人について
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X. どのようにしてギリシア帝国が建設されたか?

マケ ドニア王フィリップは全ギリシアを服属させた

後.ベルンア攻学を決定 した｡しかし彼は遠征軍の召

集中に暗殺されてしまった｡

フィリップが始めたことを遂行したのが彼の息子ア

レクサンドロス大王だった｡かれは最後の皇帝ダリウ

ス ･コドマメスに3度の戦争で相次いで勝利 し.その

3皮目の戟争でダリウスが死んだ｡キリスト誕生前330

年のことであった｡

氾. ギリシア帝国初代皇帝は誰か ?

アレクサンドロス大王である｡かれはベルシアを征

服 しただけでなく,さらにインドにいたるまで遠征 し

勝利を収めた｡しかしバビロンへの帰途壕を盛られ,帝

国建設後7年目に死んだ｡

※xE.(アレクサンドロス大王死後,4王国に分裂O)

xL 4王国とは何か7

1. マケ ドニア

2.アジア

3. シリア

4.エジプ ト

※ED～XFl.(マケ ドニア王国,アジアの王国,シリア王国)

m. ェジブ ト王国に関して重要なことは何か ?

1.王国に属 したのは今日なおエジプトと呼ばれている

地域である｡

2.エジプト人はすでに久しい以前からファラオと呼ば

れる国王によって統治されていたが.これについて

は疑問な点が多い｡

3.エジプト最初のギリシア人国王はプトレマイオス･

レブスで,彼の後継者は皆プ トレマイオスを名乗っ

た｡

4.最後の国王となったのは有名なクレオパ トラ女王だ

った｡彼女はアウダス トゥス帝に征服されたのだが.

凱旋式のためにローマに遡行されることを嫌い,獄

中で蛇を乳房に噛ませて自殺 した｡彼女の夫アント

ニウスもまた自殺 した｡

5. このことが起こったのは紀元3920年,キリスト誕

生前30年,王国を293年I即こわたり12名の国王が

統治 したのちのことであった｡

6. これによってギリシア帝国は終発し.エジプトはロー

マの屈州となった｡

第五巻. ローマ帝国の歴史

序.

I. ローマ史の最もよい区分はどのようなものか?-4

部に編別構成するのがよい｡

第 1部. ローマ建設から帝国の開始まで｡

第2郎.帝国の開始から帝国の分裂まで｡

第3部. オリエントの帝国｡

第4部.西洋の帝国

第一郎.帝国以前のローマ

Ⅲ.第 1部の時代にはどんなことがあったか ?

1295年帆 こわたる時代.その間,-部は国王が,他

は市長 (Btirgermeister)が統治 したので,次の2期

に分けることができる :

1. ローマ王政時代 ;8】6年間C

2.ローマ市長時代 ;479年間C

第-章.ローマ王政時代

tn. ローマ話王に関 して重要なことは何か ?

合計28名の王がいたが,一郎は都市ローマの建設以

l 乱 他は建設以後に活動 した｡

Ⅳ. 都市ローマ建設以前に関 して重要なことは何か 7

1. ヤヌスがイタリア長打の王となったと伝えられてい

る｡イスラエルの土師の時代にあたる｡

2. アエネアスが トロヤ破壊の後イタリアに来た｡

3.メミトルと彼の弟｡

4. アムーリウスが都市ローマの建設の契機となった｡

V. ローマはどのようにして建設されたか ?

国王メミトルには一人娘レア･シルウィアがいた｡し

かし王の弟アムーリウスが兄の生存中に王位から追放

し,レアを異教の僧院に閉じ込めた｡ところがこのレ

アが一人の兵士によって妊娠 し,双子の息子遠,ロム

ルスとレムスを産んだ｡アムーリウスは彼等をティベ

ル川に流させたが,彼等は岸辺に流れ着いて雌狼に乳

を与えられ,次いで一人の牧夫に育てられた｡双子の

兄弟はその後アムーリウスを討って祖父のメミトルを

再び王位に就けた後,ティベル川の岸辺に都市ローマ

を建設 した.この建設はキリス ト誕生前750年.従っ

てバ ビロン捕囚の150年前に行われた｡ローマ人は以

後この都市ローマ建設を彼等の年号の紀元とした｡

vL ローマ地役以後の請王に関 して重要なことは何か 7

1. ロムルスが都市の建設者である｡彼はサヴィ二人か

ら娘連を奪い,また弟 レムスを殺 した｡

2.ヌマ ･ボンビリウスがローマの宗教を盤えたO

3.ルキウス･タルキニウスがローマ最後の国王となっ

た｡
Ⅶ.どのようにしてローマで王政が庚止されたか ?
ローマにルタレティアという高瀬な婦人がいたが.こ

れに最後の国王の息子セクス トス ･タルキニウスが横

恋慕 し,夫の留守の間に彼女の家で暴力によって彼女

を犯して妊娠させた｡ローマの公正を愛する多くの人々

がこれに怒り,王家に反対する同盟を結んで父子とも

にローマから追放 した｡そして王政の代わりに市長統

治の制度を導入 したのである｡

第2章. ローマの市長時代
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Ⅶ. 市長時代にどんなことが起きたか?

最も重要なのはポエニ戦争であるC･･-市長時代の

渚戦争は次の3期のいずれかに区分できる :

1.ポエニ戦争以前

2.ポユニ戦争中

3.ポエニ戦争以後

Ⅸ. ポェニ戦争以前にはどんなことがあったか?

ローマ人はイタリアの大郎分を支配下に置いていっ

た｡--エ トルスキ人.ウェント人.ガリア人,ラテ

ン人.サムニテス人.タレンツム人･-･に勝利 した｡

X. ポエニ戦争ではどんなことがあったか?

ローマとカルタゴは118年間にわたって戦い,この

間2度の講和を行っている｡従ってポエニ戦争は3度戦

われたわけである｡-

冗.ポエニ戦争の間にどんなことがあったか?-※ (北

イタリア,全ギリシア征服)

班. ポユニ戦争以後どんなことがあったか?

帝政が開始されるまでなお100年間があり,この間

にあった重要なことは :

1.対外戦争

2.内乱

xr. ローマはポユニ戦争以後対外的になにを行ったか ?

ローマ人はその恐るべき武器を三つの旧世界全てに

向けた｡従って :

1. ヨーロッパにおける戦争

2.アジアにおける戦争

3.アフリカにおける戦争

xF. ローマ人はポェニ戦争以後ヨーロッパでなにを行っ

たか?

ローマ人は最初にスペインを完全に征服し,第2次ポ

エニ戦争により,ここに属州が形成された｡その後,ユ

リウス･カエサルが当時ガリアと呼ばれ.今日フラン

スと呼ばれている地域全体を征服した｡ユリウス ･カ

エサルはその時同時に,当時イングランド人が住んで

いたプリタニアも征服し,これに貴納を果 した｡最後

にドイツもかなりの部分がローマの支配を受け入れな

ければならなかった｡

※xv,(ローマのアジア征服)

XFI. ローマはポェニ戦争以後アフリカでなにを行ったか?

最初彼等はヌミディア国王ユブルダと戦って捕虜に

し,獄死させてヌミディアをローマの属州にした｡そ

の後.彼等は有名な女王クレオパ トラからエジプト王

国を奪い.これによって全ギリシア帝国を柊鴛させた｡

m. ローマの内乱においては･･--こんなことがあった

か ?

始めに元老院 (Rat九)と民衆 (Volck)の間に争い

が起きた｡

次いで元老院自身が様々な党派に分裂した｡

zql. 元老院と民衆の間にはなにがあったか?

シチリ7とイタリアの奴隷が反乱を起こしたが.再

び鎖につながれた｡次いで若干の不満な人々が民衆の

ために新たな良い法を定めようとしたが,元老院によ

って手ひどい扱いを受けた｡最後に.呪われた人間で

あるカティリナがローマを焼こうとしたが.この陰謀

はキケロによって暴かれた｡

xK. 内乱によってついには元老院はどうなったか?

斑族連自身がついには相互に対立 ･闘争 し,その結

果58年間にわたり3度の三頭政治が行われた｡

xx. 第1回三頭政治はどのようなものか?

マリウス.キンナ.スラが対立し,ローマが度々略

奪され.十万人以上もの人々が殺されるといったこと

すら起こった｡最後に,スラが勝利を占めて終身独裁

官となったが,これは事実上は王または皇帝の他なら

ないものであった｡しかし彼はこの地位を自由意志で

放尭 した｡

ⅡL 第2匝l三頭政治はどのようなものか?

タラッスス,ポンペイウス.カエサルの三名は最初

は協力して国土を分割し,クラッススはオリエント,カ

エサルはガリア.ボンベイウスはイタリアを占めた｡し

かし協力は長 くは続かず,･--･タラッススがパルテ

ィアに放れ.ボンベイウスがエジプトで首をはねられ

た後,ついにユリウス ･カサルが単独の勝利者となっ

た｡

Ⅲ.第3回三頭政治はどのようなものか?

レビドゥス.アントニウス,オクタウィウスが行っ

た｡彼等は互いに攻め合ったが.レビドゥスが先ず死

に.ついでオクタウィウスがアントニウスを短刀で自

殺させ.同時に彼の妻エジプト女王クレオパ トラを轟

蛇による自殺に追い込んだ｡

これは紀元3920年,キリスト輩生前27年のことで

あった｡これによりオクタウィウスはアウダストゥス

の称号を接待し.事実上初代ローマ皇帝となった｡

第二郎. ローマ帝国の開始から帝国の分裂まで

孤. ローマ帝国は何年間統一を維持したか?

合せて425年間である｡ローマ帝国の開始はキリス

ト生誕直前で.それゆえキリスト紀元で年号を数える

ほうが容易なので,皇帝連を以下のように盤理する :

1. 1世手己の話皇帝

2,2世紀の活皇帝

3.3世紀の詩皇帝

4.4世紀の括皇帝 ,

XXⅣ. 1世紀の話皇帝はどのように統治したか ?

12名で,全員ローマ人皇帝｡次の1世紀間では外国

人で皇帝となった者もあった｡

1. 7ウダストゥス;初代皇帝｡また.全皇帝中点も艮
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期間の57年間を統治した｡彼の時代にキリストが誕

生した｡

2.ティベリウス;最初は番長だったが.後になると暴

君となった｡彼の時代に救世主が十字架にかけられ

た｡

3.カリグラ;あらゆる憩徳に耽り,最後は姻薬で気が

葺王った｡

4 タラウディウス;プリタニアを完全に征服｡垂に奄

茸で殺された｡

5.ネロ;母親を殺し,ふざけてローマに火を付け,辛

リスト教徒を残酷に迫害したが,謀反が起きた時.痩

刀で自殺 した｡

※ (ガルバ,オ ト ウィテリウス.ウェスパシアヌス)

10,ティトゥス ;イエルサレムを破壊 した｡

ll. ドミティアヌス ;キリスト教徒を厳 しく迫省｡刺

し殺された｡

12.ネルウァ;1年と少 し統治して,老齢のため死｡

xxv. 2世紀の詰皇帝はどのように生きたか?

1. トラヤヌス;便れた皇帝｡イタリアではなくスペイ

ン産まれ｡

2.ハ ドリアメス;栄光の地に再び王国を建設しようと

したユダヤ人を全世界に四散させた｡

3.アントニメス･ビウス ;ピウス (｢敬度｣)という

名を行為で示した｡

災 (アントニメス･哲学者及びルキウス･ワルス.コ

ンモドゥスI.I I)

xxⅥ.3世紀の藷皇帝はどのように統治 したか ?

少なくとも40名,しかも極めて混乱しているので,

年少者や初心者は覚える必要はない｡重要な諮皇帝と

しては ;※ (セウェルス.カラカラ--)

6.ディオクレティメス;キリスト教徒の残酷な迫害で

名を永遠にとどめた｡

7.3世紀末期には,一度に四名の皇帝が立つ程の混乱

ぶりだった｡

XXⅦ.4世紀の諸皇帝はどのように統治 したか?

合せて 11名だが,次の3名が重要 :

1. コンスタンテイヌス;首都をコンスタンティノープ

ルに違都した｡最初のキリス ト教徒の皇帝｡

2.ユリアヌス･背教者 ;世紀中華に生き,キリスト教

に対する冷酷な反対者｡

3.テオ ドシウス;世紀末に生き.395年,帝国を彼の

二人の息子に分与 した.東郡をアルカディウス.西

郡をホノリウスが接待した｡

訴三郎. オリエントの帝国

数RRⅧ. (オリエントの帝国の支配 した地域)

nⅨ. 帝国はオリエントではどれだけ続いたか?

初めにキリスト教徒皇帝が1000年以上統治した後,

トルコ人が帝国を獲得 し今日に至るまで300年間保持

している｡従って合わせて帝国はおよそ1300年間存続

し,その歴史は二つの章に分けることができる｡

第1章. オリエントのキリス ト教徒諸皇帝

第2章. オリエントの トルコ人渚皇帝

第 1章. オリエントのキリス ト教徒渚皇帝

XXX.オリエントのキリスト教徒渚皇帝はどのように統治
したか7

80名以上の諸皇帝を次の5段階に分けるのが適切で

ある｡

第1段階 ;アルカディウスから5世紀末菜まで0

第2段階 ;6世紀前半のユステイニアヌス1世から

第3段階 ;ニケフォロスから9世紀初頭まで｡

第4段階 ;アレクシウス1世から11世紀末葉まで｡

第5段階 ;アンドロニコスtl世から13世紀初頭まで｡

XXXl. 第l段階で重要なことは何か?

ゼノン帝が彼の妃自身の教唆により生きながら埋め

殺された｡

ユスティタス帝は若い頃は豚桐だった｡

同じ頃蛮族が東帝国を侵し.さらにローマを掠略し

た｡

XXEI.第2段階で重要なことは何か?
この段階のオリエントの帝国が最も繁栄 したC

当時オリエントの皇帝は西洋の皇帝でもあり,イタ

リアに太守を派過 していた｡

ユステイニアヌスⅠ世が法典を編纂させた｡

フォカス帝が7世紀初頚にローマ教皇を初めて普遍

的大司教として承認 したが.これは彼が前の皇帝マウ

リティウス右投善 したことを承認してもらうためだっ

た｡

ⅡⅡ.第3段階で重要なことは何か?

西洋ではちょうど800年にカール大帝が帝国を再建

した｡またその直前に太守が廃止された｡

ニケフォロス帝が西洋の皇帝と講和し,両者が互い

に皇帝たることを承認 しこれまでの全ての権利を放棄

した｡

XXXF.第4段階で重要なことは何か7

11世紀末.西洋のキリスト教徒が ｢約束の地｣奪回

のためサラセン人に十字軍を派過し.次々と軍隊をオ

リエントに遠征させた｡ ･････ついに13世紀初頭,フ

ランスのボードワン伯がコンスタンティノープルを征

服 して皇帝の称号を壌持した｡･

XXXy.第5段階で重要なことは何か?

この時代には トルコ人がアジアに巨大な王国を建設

した｡

皇帝ヨ-ネス ･パレオロゴスがギリシア人とラテン

人の帝国を和合させようと全力を尽くしたが,成功 し
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なかった｡

1453年,コンスタンテイヌス氾世の時,トルコ人が

コンスタンティノープルを征服し,オリエントのキリ

スト教帝国が滅んだ｡オリエント･キリスト教徒の ト

ルコ人との戦いをよく西欧が援助できなかった原因は,

ラテン教会とギリシア教会の間の,即ちローマ教皇と

コンスタンティノープル総大司教の間の憎悪にあった｡

第2車. オリエントの トルコ人語皇帝

xxxFI. トルコ人の歴史はどのように理解するとよいか?

トルコ人の発生から今日までほとんど1100年間が

経過している｡

トルコ人は最初各地を放浪したが,1303年,小アジ

アにオスマン君候国と呼ばれる恒久的王国を建設した｡

上の理由から全歴史は新旧2つの時代に区別される:

旧時代はオスマン君候国以前の約700年間C

新時代はオスマン君候国以後の約400年間である｡

〔旧時代の トルコ人の歴史〕

xx1m トルコ人の登場以前にどのようなことがあったか?
アラビアにマホメットという不信心な商人がいたが,

彼は自分が預言者であると考え,新しい宗教を考案し

た｡それはキリスト教,ユダヤ教に異教をつぎはぎ細

工したもので, マホメット教と呼ばれた｡この新しい

宗教のゆえにマホメットは622年メッカを追われた｡こ

の逃避行は. トルコ人によってヘジラと呼ばれて今日

なお重視されており,彼らの年号がこれを‡己元として

いるほどであるCマホメットはこの逃避行以後は武器

を取り,かれの宗教を剣で広めようとした｡このよう

にして著名なトルコ王国成立の基礎が築かれたのであ

る｡彼の信奉者達は最初サラセンと呼ばれたが,これ

は大嘘付きのマホメットが,自分はサラの子孫だと言

い立てたからである｡マホメットの死後およそ100年

たって,8世紀にトルコ人がアジア奥地から現われ,サ

ラセンと結合した.以後はこの全集Eflはトルコ人と呼

ばれるようになった｡

xxm. トルコ人はどうしてこれほど拡大したのか?
彼等は,最初は,今日のアラビアとシリアというア

ジアのほんの一部分を占めていたにすぎず,そこでカ

リフと呼ばれる首領を指導者にいただいていた｡神は,

その後この加瀬の徒が短期間にヨーロッパとアフリカ

に拡大し,そこに多くのカリフが登場することをお許

しになった｡神の･民が神を･撫みし･たことにそ一の原因の

存することは,殆ど疑いのないところである｡それゆ

え,全オリエントがマホメット教徒の残虐で満ち満ち

ているのは,神の定めたもうたところなのである｡

XX肌 しかしキリスト教徒はトルコ人またはサラセンに

抵抗 しなかったのか?

当初この盗肢のような人々がこれ程偉大なものとな

るとは誰も考えなかった｡しかし,コンスタンティノー

プルの皇帝がこのキリスト教徒の敵に耐えられなくな

ったのを見て.初めて西洋キリスト教徒がサラセンに

対する遠征を行った｡これが十字軍なのである｡

XL. この聖なる戦争でなにがあったか?

戦争は1096年に始まり殆ど200年間にわたった｡こ

の間,5回の大きな遠征が行われて何百万ものキリスト

教徒がかの地に向かった｡ローマ教皇はまずヨ-ロソ

バの君主遠を戦いに勧誘し,この聖戦で犯す罪全てに

許しを与えた｡この聖戦の目的は,約束の地とそこに

ある聖なる墓をサラセンの手から取り戻すことにあっ

た｡最初のキリスト教徒指推官はゴドフロワ･ド･ブ

イヨンで,彼は1099年イエルサレムで国王に選ばれた｡

XLI. この聖戦によって何が遂行されたのか?

何首万という人々が死地に追いやられたということ

以外に何もない｡というのは結局はイエルサレムが再

度サラセンの手に落ちただけでなく.彼等が逆にオリ

エントの帝国を征服してしまったからである｡

〔新時代の トルコ人の歴史)

XいⅠ. 新 しいトルコ人の歴史が開始するのはいっか?

1303年からである｡なぜならこの年,オスマンが小

アジアにその後他の全ての諸国を足下におくことにな

る新しい候国を建設し,建設者を記念してオスマン君

候国と呼ばれるようになるからであるo

この時からトルコの君主はもはやカリフと呼ばれず

スルタンと呼ばれた｡

Xl.Ⅲ. この新時代の歴史をどう区分するのが最適か?

最大の指伊は1453年である｡この年, トルコ人は

コンスタンティノープルを征服し,オリエントの帝国

を滅ぼしたのである｡これにより,スルタンをこの征

服以前と以後とに区別することができる｡

XLⅣ. コンスタンティノープル征服以前には誰が統治し

たか?

オスマン;オスマン君候国を建設した｡王宮はプルサ

に置かれたO

アムラトⅠ世 ;有名なイェニチェリをキリスト教徒の

子供たちで組織 した｡

バヤジソトⅠ世 ;タタールの暴君タメルランの捕虜に

なって鉄格子の中に閉じ込められ,その中で

首を切られた｡

アムラトⅡ世 ;1444年.ヴァルナでキリスト教徒に大

勝利を収めた｡

メフメトⅡ世 ;1453年,コンスタンティノープルを征

服し,第1代の トルコ･̂ 皇帝となった｡

XLV.その後どんなトルコ人皇帝が統治したか?

1.セリムⅠ世 ;1517年,ルターが宗教改革を始めた

年にエジプトを獲得した｡

2.スレイマン;ロードス島を征服し,ロードスの騎士
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達をマルタに駆逐したOさらに,ハンガリーへの鍵

であるギリシアのヴァイセンプルグと,ハンガリー

の首都オーフェンを征服した｡しかし,1529年.ウ

ィーンの攻EfIには失敗した｡この皇帝が トルコ人皇

帝の中で最強の皇帝だということは間違いない｡

3.セリムⅡ世 ;1570年,従来ヴェネツィアが所有し

ていたキュブロスを奪取｡

4.7フメトⅠ世 ;1606年,キリス ト教徒と講和.こ

の時以後は,キリスト教皇帝とトルコ人皇帝は相互

に兄弟と呼ぶことが取り決められた｡

5.イプラヒム ;1648年,イェニチェリに絞殺された｡

6.メフメトⅣ世 ;1664年キリスト教徒と20年間の和

平条約を締結した｡1683年カンディア王国をヴェネ

ツィアから奪い,1683年には集約を放ってウィーン

を攻囲したが.これは失敗した｡

7.ムスクファ;現在の トルコ皇帝,キリスト教徒との

戦争を1699年カルロヴィッツの礁和で終結させた｡

第四郎.西洋の帝国について

xLⅥ. 本章はどのように区分されるか ?

第 1車;カール大帝以前の西洋の帝国,405年間の歴史

第2車;カール大帝以後の西洋の帝国,902年間の歴史

第 1車.カール大帝以前の西洋の帝国

札Ⅶ.本車で重要な内容は何か?

1. ローマ藷皇帝

2.東ゴート譜王

3.ラヴェンナ太守

4.ランゴパル ドの詰王

5.ローマ教皇遠

xl.Ⅷ . ローマ話皇帝に関して記憶すべきことは何か?

･･-･テオ ドシウス帝がローマ帝国を二分したとき.弟

のホノリウスが西洋の帝国を相続した.西洋の帝国は

イタリア.スペイン.ガリア,イングランド,ドイツ,

ハンガリー,アフリカを含んでいた｡しかし.オリエ

ントの帝国がサラセンによって盤繋されたと同じよう

に,西洋の帝国は全く野蛮な諸民族によって荒らされ,

破壊された｡ホノリウスの時代に西ゴートが侵入し.つ

いにはスペイン王国を手に入れた｡ウァレンティニア

ヌスⅢ世時代,アフリカがヴァンダル人により,ガリ

アがフランク人により,プリタニアがザクセン人によ

ってローマ帝国から分離された｡と･りわけ育成となっ

たのほアッティラ王の率いるフン族の侵入であった｡ロ

ムルス ･アウダス トウルス時代には･-･-イタリア自

身が東ゴートにより株柵され,こうして西洋の帝国は

一時消滅した｡

年号の記憶は簡単である｡この蛮族の移動全ては5

世紀に起き,西洋の帝国の滅亡は476年であった｡最

初のローマ皇帝はアウダストゥスといい,最後のロー

マ皇帝はアウダス トウルスという名であった｡

Xl,汰.東ゴートに関して妃臆すべきことは何か ?

･--･東ゴート最初の王はテオ ドリックで,王宮はヴ

ェロナに置いた｡ゴート王国は.しかし60年以上は存

窺せず.ギリシア人に再び滅ぼされた｡最後のゴー ト

王はテヤスという名であった｡

L. 太守に関して記位すべきことは何か?

西帝国がアウダス トゥルスをもって滅んだので.東

帝国皇帝ユスティニアヌスⅠ世はこれを堆車 しようと

考え.ナルセス将軍にイタリアの大部分与奪題させた｡

ランゴパル ドがその後北イタリアを占拠したとはいえ,

中 ･南部は大部分コンスタンティノープルの皇帝に従

った｡コンスタンティノープル皇帝が派過した削王は,

-･太守と呼ばれた｡彼の居所はラヴェンナで,太

守制は185年間維持された｡最初の太守はユスティメ

ス帝が派過したロンギヌス,最後はエウティキウスoこ

れらの太守領は752年ランゴパル ド王がついにその支

配下に置いたが,そのおよそ20年後,フランクによっ

て再び破壊を被った｡

LI.ランゴパル ドに的して記憶すべきことは何か?

･･･-ランゴJ(ル ド王国は206年間イタリアに存緩 し

た｡これを滅ぼしたのはフランク王カール大帝である｡

最後の王はデシデリウスといい,773年に捕らわれた｡

Ltl.ローマ教皇にに関して音己憶すべきことは何か?

キリスト教発生後間もなくローマのキリスト教徒が

一人の司教を選出しているoLかし,ローマ皇帝が異

教徒でローマに居住していた時代には,ローマ司教ま

たはローマ教皇について多くを語ることができないCそ

の後,コンスタンティヌス大帝がキリスト教徒になり,

さらに首都をコンスタンティノープルに移した時,ロー

マ教皇の地位が上昇 しはじめた｡帝国分裂直後,最初

は皇帝,次いで東ゴー ト族.ランゴパル ド族,太守が

イタリアを統治 した｡しかし,とりわけ太守は,ロー

マを首都とはしなかった｡やがて,--フランク王が

ランゴパルド王国を,ローマ教皇が太守領を手にいれ

た｡これは8世紀のできごとである｡

第2章.カール大帝以前の西洋の帝国

LⅢ.西洋の帝国はどのようにして再建されたか ?

フランク王カール大帝はローマ教皇をランゴパル ド

王から解放しただけでなく,彼にイタリアの盟しい地

域も与えたO今度はローマ教皇が返礼をする番で,カー

ル大帝が800年にローマに来た時,民衆を数唆してク

リスマス･イブの日に,このカール大帝をローマ皇帝

と宣言 したのである｡

LⅣ.以後の藷皇帝をどう妃他するのかもっともよいか?

1250年にローマ帝国に大空位時代が始まって,23
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L二_ _也.

年間続いたことを記憶すればよい｡そしてそれを基準

に事件を記憶していけばよい

1.大空位時代以前0

2.大空位時代中｡

3.大空位時代以後｡

LV.大空位時代以前にはどのような皇帝がいたか?

1.カロリング朝の諸皇帝

2.ザクセン朝の諸皇帝

3.フランケン朝の諸皇帝

4. シュヴァーベン朝の諸皇帝

LⅥ.カロリング朝の諮皇帝に関して記憶すべきことは何

か?

カロリング朝という呼称は初代のカール大帝に由来

する｡

このカール大帝はイタリア, ドイツ.フランスを同

時に所有した｡

しかし彼の息子のルイ敬度王が王国を彼の3人の子

供たちに分割して与えた :

1. ロタールはイタリア,及びドイツとフランスの境界

地域の一郎を獲得した｡

2,ルー トヴィヒはドイツを,

3. シャルル禿頭王はフランスを獲得した｡

皇帝位は最初イタリア.次いでフランス,最後にド

イツの王家に継承された｡

912年カロリング家の最後の皇帝ルートヴィヒⅤ世

が死んだので, ドイツ人は生粋のドイツ人.フランケ

ン大公コンラートⅠ世をローマ皇帝に選挙した｡

この時以後皇帝位は常にドイツ人に継承され,国名

はやがて ｢ドイツ民族の神聖ローマ帝国｣と呼ばれる

ようになった｡

※LⅦ.(ザクセン朝の話皇帝)

LⅦ,フランケン朝の諸皇帝に関して記憶すべきことは何

か?

※ (コンラートロ世,ハインリッヒⅢ世)

ハインリッヒⅣ世 ;教皇グレゴリウスⅦ世またはヒ

ルテプラントに何度も破門され.赦免を得るために冬

に3日間も素足のまま教皇の城の前に立ち尽くさねば

ならなかったほどである｡もっとも彼は対立皇帝をす

べて討ち破っている｡彼は,また,聖戦が始まった時

の皇帝でもある｡彼自身の息子の-インリッヒⅤ世が

彼から皇帝位を奪い.しかも父が破門中に死んだとい

うので遺体を埋葬もせずに放置した｡

ハインリッヒⅤ世 ;1122年,教皇に対する対応を最

終的に固め,ヴォルムス国会でローマ帝国内での司教

叙任権を教皇に譲った｡これによって帝国はそのいわ

ば右腕を失った｡

LⅨ.シュヴァ-ベン朝の詩皇帝に関して記憶すべきこと

は何か?

コンラートⅢ世 ;聖戦時代に約束の地にまで遠征し

たドイツ人最初の皇帝｡また彼の時代に皇帝と教皇と

の争いが激しくなり,イタリアとドイツの全土が2つ

の党派に分かれてしまった｡教皇派はグェル7.皇帝

派はギベリこと呼ばれ.この分裂は100年以上にも及

んだ｡

フリードリヒⅠ世 ･パルバロツサ ;教皇と激しく戦

ったが,ヴェネツィアで教皇アレクサンデルⅢ世に敗

れた｡この時教皇は皇帝に対し次のように語りかけた

という;｢汝は獅子とマムシを乗り辿えて進むであろう

が,また新たな獅子と竜に通過するであろう｡｣この皇

帝も約束の地への遠征を行ったが,ある河で溺れ死ん

だ｡

※ (ハインリッヒⅥ世,フリードリッヒⅡ世)-

※LX.(大空位時代)

L氾.大空位時代以後,皇帝となって統治した者は誰か?

I. 選定候遠は,最初のかなりの期間,次々と

家柄をかえて皇帝を選出した｡

皿. その後は,常に選定候遠はオーストリア家

から皇帝を運んだ｡

銘LX】.(様々な家柄出身の請皇帝)
※LⅡ.(オーストリア家出身の請皇帝)

※LW～L肌 (アルブレヒトn世,フリードリッヒⅢ世.マ

クシミリアンⅠ世)

Lm カ-ルⅤ世に関して記憶すべきことは何か?

大郎分が宗教問題に農やされた｡1517年ルタ-が初

めて頗宥状に反対した｡1521年ウォルムスで国会が開

催され.ルターに追放刑が言い渡された｡1524年 トマ

ス･ミュンツァーが農民戦争を扇動した｡1529年には

プロテスタントという呼称が成立した.1530年,アウ

グスブルグ信仰告白が定められ.同時にシュマルカル

デン同盟が締結された｡1533年,,ウェストファリアで

再洗礼派が反乱を起こした｡1546年,ルターがアイス

レ-ベンで死に,翌1547年,シュマルカルデン戦争が

開始されてカールV世がザクセン選定候ヨハン･フリー

ドリヒをミュールベルクで捕虜とした｡1548年 ｢暫定

精選｣が発布され,1552年バッサウ条約,1555年に

は宗教和議がアウグスブルクで結ばれた｡

1556年にカールV世が退位した時,巨大なオースト

リア家の権力が分割されたが,これは今Elなお再統一

されていない｡弟のフェルディナンドがオーストリア

世軸領及び皇帝位を獲得 した｡他方 息子のフィリッ

プロ世がスペイン,ネーデルランド.プルグンド,ミ

ラノ.ナポリ,シチリア,サルディニアとアメリカを

獲得して分家スペイン家を興した｡

謙Lm～LXXⅢ.(フェルディナンドⅠ世～フェルディナン

ドⅢ世)

耗LXXⅣ～LXXXl. (三+年戦争)
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LXXXE. レオボル ト1世の時どんなことがあったか?

この皇帝は4つの大戦争を遂行した｡2つはトルコと,

他の2つはフランス王との戦争であった｡

※LXXXl～LXXXF.(第1次,第2次 トルコ戦争.1660-64,

1670-1669)

LXXXV.第1次フランス戟争については何を記憶すべきか7

1667年フランス王がスペイン領ネーデルランドを奪取

しようとしたが,オランダによって1668年7-へンの

講和を余議なくされた｡この直後イギリス,スウェー

デン,オランダによって三国同盟が締結された｡

1672年フランスがオランダに侵入した｡皇帝を始め

イギリス王.スペイン王,スウェーデン王大部分の ド

イツ諸侯がこの戦争に巻き込まれた｡

1679年ようやくナイメ-ヘンで全般的講和が成った｡

LXX汎 第2次フランス戦争ではどんなことがあったか?

1681年,フランス王はシュトラースプルク.1684

年ルクセンブルクに侵入した｡しかし---1684年,

レーゲンスプルクの20年間の講和で問題が調停された｡

この間,フランス王は,新たにプファルツとケルン

の事件に,イギリス王を味方として介入した｡これに

対し1686年,皇帝,スペイン,オランダ,大郎分のド

イツ諸侯が同盟を結ぶに至った.この結果.1688年,

戦争が勃発し.ネ-デルランド,ライン河.スペイン,

イタリア.アイルランド,海上で同時に戦闘が行われ

た｡

1697年,再度全般的講和がライスワイクで締結され

た｡

資料 2;エッスイヒ.『世界史序説』
(1728)
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<目 次>

序論.

I. 普遍史

第 1分冊,神の民,特にその世俗的統治について

第 1章,天地創造から大洪水まで

第2章,大洪水から出エジプトまで

第3章,出エジプトから王国形成まで

第4章,王国の成立からバビロン捕囚まで

第5章,バビロン捕囚からイエルサレム破壊まで

第2分冊,アッンリア帝国

第 1章,分裂以前のアッシリア帝国

第2貴,分裂以後のアッシリア帝国

第3分肌 ベルシア帝国

第4分冊,ギリンア帝国

第1章,帝国以前のギリシア

第2車.帝国樹立以後のギリシア

第5分冊,ローマ帝国

第1部,帝国以前のローマ
第1章,ローマ諸王

第2幸.ローマ市長 (BtirgermelSter)

第2郡,ローマ帝国成立から帝国分裂まで

第3郡,分裂後のオリエントの帝国

第1章,オリエントのキリス ト教徒諸皇帝

第 1章,オリエントの トルコ人語皇帝

第 1節,オスマン朝以前の旧時代

第 1節.オスマン朝以後の新時代

第4郡,分裂以後の西洋の帝国

第1章,カール大帝以前の帝国

第2章.カール大帝以後の帝国

第1節.大空位時代以前 ;カロリング朝.

ザクセン朝,

フランケン朝.

シュヴァ-ベン朝

第2節,大空位時代

第3節,大空位時代以後

1.様々な家柄の渚皇帝

2.オース トリア家の諌皇帝

Ⅱ.特殊史

第2分冊, ドイツ

第1章,オーストリア太公

第2章.バイエルン公とプフアルツ宮中伯

第3分冊,スペイン

第13分冊,イタリア

○序論 (S.1-3)

Ⅰ.歴史とは.世界の始まりから我々の時代までに起こ

った最も重要な出来事に関する学問である｡

Ⅱ.天地創造から我々の生きている1728年まで,5677

年間が経過した｡

Ⅲ.この期間中で,次の出来事以上に重要なものはない;
1.大純水.

2.キリスト生誕｡

Ⅳ.従って世界史の全行程は次の三期に区分される ;

1.天地創造から大洪水まで,1657年間,

2.大洪水から世界年代3949年にあたるキリスト生誕

まで,2293年間,

3.キリスト生繁から現在まで,1728年間｡

V. 天地創造以後に生起した出来事を,次の分野に区分

することができる ;
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1.世俗的統治の分野

2.神の教会の分野,

3.学者たちの分野,

4. 自然の分野,

5.技芸の分野,

6.生活の分野

Ⅵ.従って六種頬の歴史が存在することになる ;

1.政治史は世俗的統治に関する全てを,統治者から戦

争,講和の締結,同乱 国家の成立,発展,衰退と

滅亡に至るまでを扱う｡

2.教会史は神の教会の状況について,即ちあらゆる宗

教.異端.宗教会議決議.修行,迫害について記述

する｡

3 学術史は学者達について記述する｡学術がどのよう

にして,あるときはこの国で.あるときはかの国で

繁栄したのか,どのようにして各々の学問が開始さ

れたり,盛んになったり,また衰えるのか,各々の

分野で最良の著述家は誰かなどについて記述する｡

4. 自然史は自然の奇跡について記述する｡即ち,天空

や四大,人間,獣,植物の世界で.どのような奇跡

的出来事があったかについて記述する｡

資 料 3 :ヘ レ フ ォ ー ド, 『世 界 図 』

(ca.1300)

5.技芸史は全ての技芸と技術者,芸術家に関する情報

を.即ち,倭れた画家,銅版画家,建集家,技術者,

手品士その他について記述する｡

6.生活史は庶民生活の世界で起きた注目すべき事件や,

礼を弁えた人々が交際の中で,または一人で楽 しん

だりした事柄全てを含む｡

Ⅶ. 最初に学ぶべきは政治史である｡というのは,政治

史ぬきでは誰も他のどの分野も修めることができない

のであるから｡

Ⅷ. 世界に存在する政治的支配の数と同じ数の政治史が

存在する｡しかし,この特殊史は,それ以前に普遥史

を学んでいなければ理解できfj:いものである｡この普

過史は特殊史に基礎を与えるもので,それゆえ基礎的

歴史と呼ばれる｡

Ⅸ . この基礎的歴史に最初の5分冊が当てられており,吹

の内容を扱っている ;

Ⅰ. 神の民,

Ⅱ. アッシリア帝国

Ⅲ. ベルンア帝国

Ⅳ.ギリシア帝国

V. ローマ帝国

エT-ン(唱

ヘラクレスの柱
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